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       午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和４年第３回美幌町議会定例会第２日

目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１３番馬場博美さん、１番

戸澤義典さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

 昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

 ２番藤原公一さん。 

○２番（藤原公一君）〔登壇〕 おはよう

ございます。 

 ただいま議長より一般質問のお許しをい

ただきましたので、さきに通告しておりま

す大きく２点、健康予防推進と公立学校整

備事業について質問させていただきます。 

 最初に、健康予防推進について。 

 誰もが健康で暮らすことは、本人にも家

族にとっても幸せなことであり、健康の推

進は重要な課題であります。元気に充実し

た生活を送ることは、コロナ禍では多くの

方が希望されております。 

 高齢者も若者も、病気になってから治療

するのではなく、病気を未然に防ぐ予防が

健康の推進につながるとの観点から質問を

いたします。 

 （１）帯状疱疹ワクチンの周知と助成に

ついて。 

 帯状疱疹ワクチンは、厚生労働省によ

り、２０１６年３月に、５０歳以上の者に

対する帯状疱疹の予防と効能・効果が追記

され、予防につながるとされております。 

 美幌町として、帯状疱疹ワクチンの周知

についてどのように周知してきたのか、ま

た、今後、助成制度の導入の計画がないの

か、お伺いいたします。 

 （２）子宮頸がんワクチン（ＨＰＶ）の

積極的勧奨について。 

 第７２回厚生科学審議会予防接種・ワク

チン分科会副反応検討部会、令和３年度第

２２回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医

薬品等安全対策部会安全対策調査会は、ヒ

トパピローマウイルスの感染症に関わる定

期接種を進めるに当たって、相談支援体

制、医療体制などの維持確保において、Ｈ

ＰＶワクチンの積極的勧奨を差し控えてい

る状態を終了させることが妥当とし、令和

３年１２月２８日に、厚生労働省は、ＨＰ

Ｖワクチンの個別の勧奨の実施、関連する

留意点等について周知いたしました。 

 市町村に求められる役割について、接種

対象者などへの情報提供などとして、ヒト

パピローマウイルス感染症に関わる定期接

種の対象者、また、保護者に対して、接種
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の検討、判断するためのＨＰＶワクチンの

有効性、安全性に関する情報を提供するこ

と、また、通知例も示された相談支援体

制、医療体制などの整備状況や各自治体に

おけるＨＰＶワクチンの供給、接種体制の

実情を踏まえつつ、当該情報提供や個別の

勧奨を進めることとしております。 

 美幌町として、これまでＨＰＶワクチン

接種対象者にどのような周知をしてきたの

か、また、今後の積極的勧奨についての考

え方についてお伺いいたします。 

 大きく２点目、公立学校整備事業につい

て。 

 学校施設の老朽化がピークを迎える中、

子供たちの多様なニーズに応じた教育環境

の向上と老朽化対策の一体化整備を推進

し、２０５０年カーボンニュートラルの達

成を目指し、地域における脱炭素社会の実

現と、地方活性化の基盤づくりに貢献する

持続可能な教育環境の整備を推進するた

め、文部科学省は、公立学校施設整備事業

として、持続可能な教育環境の整備を推進

しておりますが、以下の点について質問い

たします。 

 （１）学校施設の老朽化対策について。 

 現在、小中学校を含め、老朽化が進む危

険箇所の点検について、また、非構造部材

の耐震対策がどのようになっているのか、

お伺いいたします。 

 （２）避難所としての防災機能強化につ

いて。 

 避難所として、学校は安全で利用しやす

い場所でなければなりません。防災機能強

化のため、学校でのバリアフリー対策、空

調・換気設備、トイレの改修など、今後の

計画についてお伺いいたします。 

 （３）脱炭素化に向けた施設整備につい

て。 

 近年、報道等において、地域における脱

炭素化社会について目にする機会が増え、

学校施設における脱炭素化も喫緊の課題で

あります。 

 学校の施設のＺＥＢ化（高断熱化、ＬＥ

Ｄ照明、高効率空調、太陽光発電）など、

今後の脱炭素化に向けての計画についてお

伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 藤原議員

の御質問に答弁いたします。 

 なお、公立学校整備事業につきまして

は、教育長から答弁させていただきます。 

 健康予防推進について。 

 １点目の帯状疱疹ワクチンのこれまでの

周知方法及び今後の助成制度の導入につい

ての御質問でありますが、まず、周知につ

いては、老人クラブや自治会等の依頼によ

る健康教育において概要の説明を行ったこ

とはありますが、その他の周知については

特に行っておりません。 

 次に、今後の助成制度導入への計画であ

りますが、平成２８年に帯状疱疹ワクチン

を任意接種として承認された後、国は、引

き続き審議会において定期接種化に向けた

検討を進めておりますが、新型コロナワク

チンの影響により、継続審査扱いのままと

なっております。 

 今後の国の審議会の検討状況及び近隣市

町村の状況を見極めた上で対応してまいり

たいと考えておりますので、御理解をお願

いいたします。 

 ２点目の子宮頚がんワクチン接種対象者

へのこれまでの周知方法及び今後の積極的

勧奨についての御質問でありますが、平成

２５年度の定期接種化後、ワクチンとの因

果関係を否定できない疼痛が多数発生した

ことにより、積極的な勧奨を差し控えてお

りましたが、令和３年度の調査会におい

て、ワクチン接種による有効性が副反応の

リスクを明らかに上回ることが認められ、

令和４年度から積極的勧奨を実施すること

となりました。 

 令和４年度においては、個別通知を中心

に、広報紙及びホームページ等において、

ワクチンの有効性、安全性に関する情報を



－ 79 － 

提供しながら勧奨を進めてまいりますの

で、御理解をお願いいたします。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 藤原議

員の御質問にお答えいたします。 

 御質問の１点目、学校施設の老朽化対策

についてでありますが、学校施設の点検に

つきましては、建築基準法で定められてお

ります特定建築物定期報告制度により、３

年ごとに有資格者による調査を実施してお

ります。 

 また、これまでも、年２回の安全衛生管

理状況調査に加えて、日常的には学校職員

の巡視や点検により危険箇所の把握に努

め、危険解消や機能回復のために修繕を実

施しております。 

 非構造部材の耐震対策は施されていない

ものがほとんどですが、令和３年３月の美

幌町学校施設長寿命化計画策定時に、外壁

や天井など専門業者による建物の点検を実

施しており、各学校とも建築年数経過によ

る劣化はあるものの、おおむね良好という

結果でありました。 

 また、棚やロッカーは固定化するなど、

一部対策済みのものもあり、体育館に設置

していますつり下げ式のバスケットゴール

においては、令和４年度予算で点検費用を

計上するなど、状況に応じた対策を講じて

おります。 

 ２点目の避難所としての防災機能強化に

ついてでありますが、学校は避難所である

とともに、児童生徒が快適な学校生活を過

ごす施設であるということから、これまで

も、トイレや空調、換気など、可能な範囲

で施設の改修を実施してまいりました。 

 現時点で防災機能強化のための学校施設

改修は計画しておりませんが、町長部局と

も連携しながら、今後、必要に応じて対応

してまいります。 

 ３点目の脱炭素化に向けた施設整備につ

いてでありますが、学校施設のＺＥＢ化に

は、建物の断熱化や省エネ機器の設置な

ど、多額の費用が発生するため、既存施設

においては困難であり、現状として計画は

しておりません。 

 今後、小中一貫教育の導入並びに少子化

に伴う児童生徒数の減少に対応した町立学

校の最適化に向けた検討を進めていく予定

であり、その中で、学校施設の整備と併せ

て脱炭素化についても検討していきたいと

考えておりますので、御理解をお願いいた

します。 

 以上、お答えいたしました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） それでは、順次、

帯状疱疹ワクチンから再質問させていただ

きたいと思います。 

 帯状疱疹については、既に御存じとは思

いますが、帯状疱疹は水ぼうそうと全く同

じ水痘・帯状疱疹ウイルスで起こります。 

 子供の頃、水ぼうそうにかかった人と水

ぼうそうのワクチンを受けた人は、症状が

なくなっても神経細胞に潜伏しており、何

らかの理由で免疫力が低下したとき、眠っ

ていたウイルスが活性化し、増殖し、神経

が通っている道筋に沿って発疹や水疱がで

きる症状が帯状疱疹として現れます。 

 普通は、一度感染すると免疫ができ、二

度と発症しないことが多いのですが、時間

とともに免疫が低下し、発症防御ラインを

下回ると、再び、いつ発生してもおかしく

ない状況になります。 

 帯状疱疹の原因となるウイルスは、日本

人成人の９０％以上の方が体内に潜んでい

て、５０歳を境に発症率は急速に上昇し、

６０歳から８０歳代でピークを迎え、８０

歳代までに３人に１人が帯状疱疹になると

言われております。 

 そこで、帯状疱疹の予防接種は、発症を

完全に防ぐものではありませんが、発症し

ても軽症で済み、後遺症の予防につながる
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とされております。 

 美幌町として、この帯状疱疹ワクチンに

ついての効果はどのように考えているの

か、まず１点目、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） ただいまの効果

についてでございますけれども、藤原議員

がおっしゃったとおり、いろいろな国の国

立感染症研究所等が公表しています報告書

等によりましても、５０歳頃から発症率が

高くなり、８０歳までに３人に１人が経験

をすると推計されているということでござ

います。 

 私どもも、帯状疱疹の発症の人数につい

ては承知しておりますけれども、今、国で

検討しているワクチンにつきましては、当

然、不活性ワクチンと生ワクチンの２種類

があります。 

 そのワクチンの効果がどのぐらい継続す

るのかということについて、まだはっきり

した研究結果は出ておりませんが、７年ぐ

らいまでは４０％程度軽減できるというこ

とですけれども、１１年ぐらいたちますと

２０％に落ちますし、違う研究結果では、

接種後８年では４％まで落ちてしまうとい

うものもあります。 

 今、町としては、そういう効果や国の研

究の推移を見ながら対応していきたいと思

いますが、費用対効果、また接種対象の平

均年齢も８０歳近くまでになってきており

ますので、どういうときに打ったほうがい

いのかということを検討していきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） これは私もそうで

すけれども、帯状疱疹についてのワクチン

があるということを知らない人が多くいら

っしゃいます。 

 私は、国保病院に通院しているので、国

保病院で掲示板に貼られているのは知って

おりましたけれども、今回、帯状疱疹につ

いて改めて勉強し、いろいろなことが分か

りました。 

 そこで、町として周知については特に行

っていないとの答弁でありましたけれど

も、今後において、各医療機関に周知する

とか、広報に帯状疱疹のワクチンが打てる

病院はどこにあるということを載せると

か、そういうような周知の検討がないの

か、お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） ただいまの御

質問にお答えします。 

 現在、任意接種として位置づけられてい

る帯状疱疹のワクチンは、国で認められて

いるワクチンということに変わりはござい

ません。したがいまして、帯状疱疹ワクチ

ンの情報については積極的に広報をしてい

きたいと思っているところでございます。 

 ただ、帯状疱疹のワクチンにつきまして

は、副町長の答弁にもありましたが、国の

厚生科学審議会において継続審議というこ

とになってございます。ワクチンの効果の

持続性、最適な対象年齢、安全性などの議

論などが継続して行われているところでご

ざいます。 

 その中で、接種部位の腫れや痛み、その

他の副反応、また、帯状疱疹のハイリスク

群である免疫不全患者への接種がまだ許可

されていないとか、予防効果の持続期間に

ついてもまだ具体的な結論が出ていない状

況にあります。 

 そのような中で、それらの情報も含めた

上で、皆様に分かりやすくお知らせをした

いと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 今の部長の答弁に

ちょっと疑問点があるのですけれども、国

保病院内に帯状疱疹ワクチンを打てますと

いうポスターがあります。多分、皆さんも
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見ていると思います。その周知について、

ちょっと積極的ではないような今の部長の

答弁でありまして、国の政策にのっとって

国保病院では打てますという話ですけれど

も、ほかの病院でも打てるという周知の方

法の検討のことを今聞いています。その辺

はどうなのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 言葉足らずで

申し訳ございません。 

 決して消極的にお知らせをしないという

ことではなくて、国で認められているワク

チンでありますので、国保病院と同様に、

ほかのクリニックに対しても広く周知をし

たいと考えております。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 今、部長から答弁

をいただきましたけれども、国保病院で打

てるというポスターがありますので、当然

打てると思うのですが、その中で、今、美

幌町で５０歳以上は何人ぐらい接種を受け

ているのかという実績が分かれば教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） ただいまの御

質問は、美幌町での現状についてでござい

ます。 

 令和２年度が年間７件、令和３年度にお

いても年間７件、共に生ワクチンでの接種

ということになっております。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） その打てている７

件の病院というのは、全部国保病院という

考えでよろしいですか。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） そのとおりで

ございます。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 帯状疱疹ワクチン

は保険適用外ですので、医療機関によって

金額が違うと思っております。国保病院の

ホームページで料金表を見ると、水痘ワク

チンが帯状疱疹ワクチンと同じかどうかは

分からないですけれども、水痘ワクチンで

見ると、７,８８０円というのがホームペー

ジに載っておりました。全国平均も帯状疱

疹の生ワクチンで１回８,０００円程度であ

り、自己負担が大きいのが分かると思いま

す。 

 道内における公費助成の状況を調べさせ

ていただいたのですけれども、２０２１年

１０月現在、対象年齢６５歳以上で、幌延

町が生ワクチンの自己負担額１回１,０００

円の助成があります。その他の市町村は、

道内では見受けられませんでした。全国で

も１３自治体しか行われていなくて、愛知

県の刈谷市では５０歳以上の方を対象に４,

０００円の助成を行っております。 

 今後、国の審議会の検討状況及び近隣市

町村の状況を見極めて対応するとのことで

すけれども、先ほど言ったように、道内に

はそういうような状況がないので、このこ

とについてはずっと検討のままでいくのか

なという思いもあります。 

 そういう中でも、やはり接種の負担金が

大きいので、打ちたくても打てないという

方がおられると思います。今後、国や道の

政策を基に検討していただいて、町民の健

康予防について考えていただければと思い

ます。 

 次に、子宮頸がんワクチンについて再質

問をさせていただきたいと思います。 

 今後、令和４年度より、個別通知を中心

に、広報及びホームページにおいて、ワク

チンの有効性、安全性の情報共有を提供し

ながら勧奨を進めてまいりますとの答弁で

あります。 

 美幌町のホームページには、小学６年生

から高校１年生を対象に定期接種が無料で

受けられるようになっており、厚労省のパ
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ンフレットもあります。 

 そこで、教育長にお尋ねしたいのですけ

れども、今後、学校では、子宮頸がんワク

チンの接種について、保護者も含め理解が

必要になってくると考えますが、学校では

今後どのような周知を図っていくのか、お

聞きします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 現状では特に通

知等はしていない状況でございますが、こ

ちらにつきましても、状況を見ながら、保

健だより等での周知も検討していきたいと

思っております。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 令和３年度、美幌

町では子宮頸がんワクチンについては５０

件の予算でありました。令和３年のとき

に、この子宮頸がんワクチンを何人の方が

接種されたのか、もし分かればお聞きした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の令和３年度の実績でございますが、５０

件の予算に対しまして２３件となっており

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） この数字が多いの

か少ないのか分からないのですけれども、

取りあえず、国では積極的な勧奨をしてい

なかったので、こんなものなのかなという

気がします。今後、平成９年４月２日から

平成２０年４月１日生まれの１６歳から２

４歳を対象に、無料でワクチン接種を行え

るように、国でも政策は考えております。 

 来年度以降、３年間、個別にパンフレッ

トを送り、周知することも国では決めてお

りますが、私の質問の繰り返しにもなりま

すけれども、子宮頸がんワクチンについて

不安等もあるかと思います。今後、相談支

援体制の整備が重要になってくると思いま

すけれども、美幌町として、この相談支援

体制をどのように考えているのか、お伺い

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 子宮頸が

んワクチンにつきましては、令和４年度か

ら積極的勧奨と示されておりますが、平成

２５年度以降、健康推進の窓口において

も、電話、来庁等におきまして、保健師が

健康相談を実施して、積極的勧奨を行って

はおりませんが、その結果、令和３年度２

３件という実績につながっているのではな

いかと思っております。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 今、答弁にありま

したけれども、令和４年度より積極的な勧

奨が進められまして、年齢対象が国の政策

では拡充されました。１８歳以上の方は、

住民票を地元に残し、進学されている方も

おられます。そのような方への対応はどの

ようにするのか、また、既に無料接種が終

了してしまい、自費でワクチン接種を済ま

せた方への助成金とか補助金という考え方

がないのか、お教えいただければと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の御質問にお答えします。 

 まず、令和４年度につきましては、１３

歳から１６歳、美幌町におきましては２８

１名でございますが、こちらについては、

まず、すぐに積極的勧奨の案内をする予定

でございます。それ以降、１７歳から２５

歳になるのですけれども、平成９年から平

成１７年生まれの方につきましては、先ほ

ど議員がおっしゃられたとおり、３年間継

続して接種について進めていく形にはなっ

ているのですが、人数も年代も非常に多

く、先ほど言いましたように、町外に転出

されている方もいますので、こちらについ
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ては、一気に人数を増やしてしまうと、北

見の医療機関が対応できるかどうかという

問題もありますので、そこら辺は、今、国

も全国的な部分で１７歳以上については検

討している最中でございます。 

 なお、国の検討結果が示され次第、美幌

町も早急に対応してまいりたいと思ってお

りますので、まずは１３歳から１６歳、こ

ちらの部分を年度当初に発送してまいりた

いと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 子宮頸がんは、年

間で約１万人が罹患し、約２，８００人の

方が死亡しております。患者数、死亡者数

共に近年増加傾向にありますので、対象者

に対し、郵送したから、また、ホームペー

ジに載せたから終わりではなくて、先ほど

教育長からも答弁がありましたけれども、

教育現場や今後接種を希望する方などに分

かりやすい情報提供、相談支援体制、説

明、周知を要望し、次の質問に移っていき

たいと思います。 

 次に、公共施設整備事業について再質問

させていただきたいと思います。 

 この質問の背景は、文部科学省では、学

校施設は、我が国の将来を担う児童生徒の

学習、生活の場であり、よりよい教育活動

を行うためには、その安全性、機能性の確

保が不可欠であるとし、子供たちの安全と

健康を守り、計画的、効果的な長寿命化を

図る整備を中心とした教育環境の改善等を

推進する、また、近年多発している大規模

災害の教訓を踏まえ、防災、減災に万全を

期すために、耐震化や非構造部材の耐震対

策などを推進し、学校の強靱化を図るとあ

ります。 

 答弁では、非構造部材の耐震対策は施さ

れていないものがほとんどであるとのこと

であります。専門業者に点検され、おおむ

ね良好との結果ではありますが、体育館バ

スケットゴール以外に、小学校３校、中学

校２校全ての学校でおおむね良好と判断し

てよろしいのでしょうか。また、そのほか

に専門業者から指摘されてはいないのか、

お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（多田敏明君） ただいま

の御質問でありますけれども、令和２年度

に策定しております長寿命化計画の際に、

専門業者によりまして各学校の点検等を実

施していただいております。その結果の中

では、全５校ありますけれども、全体的に

良好という結果になっております。 

 ただ、経過年数としては数十年たってお

りますので、全体的な老朽化が進んでおり

ますけれども、全体的には良好であるとい

う結果をいただいております。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 良好といっても、

どこまでの良好なのか分からないですが、

建物自体、３０年、４０年、コンクリート

構造物なので、本当に今後、劣化が激しく

はなってくると思います。 

 それに対して、昨年、令和３年１２月２

４日を期限に、多分、国の公立学校施設整

備事業の補正予算案の前倒しで、実施に関

わる意向調査が行われておりますが、本町

として意向調査ではどのような報告をされ

ているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁を申し

上げます。 

 そのような通知は、道教委を通じて私ど

もに来ております。 

 先ほど課長が答弁いたしましたとおり、

長寿命化計画を策定する際に、業者に屋根

ですとか、壁ですとか、一通り部材を確認

していただいて、おおむね良好というのは

いただいております。 

 細々したものも通常の小破修繕とかでや

っていますけれども、今回、国から来まし
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た令和３年度の補正予算だと思いますが、

その分につきましては、当然、町単費も出

る話もありますので、緊急性がないと判断

いたしまして、見送るというような形で回

答しております。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 学校施設の老朽化

が今後のピークを迎える中、子供たちの多

様なニーズに応えた教育環境の向上という

ことで、今後、一体化整備が必要になって

くると思います。 

 そこで、美幌町として今後考えられてお

ります老朽化対策が何かありましたら、お

教えいただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 議員お尋ねの件

でございますが、昨年、私どもで小中学校

の学校施設長寿命化計画を策定させていた

だきました。 

 この中で現在予定しているところでは、

おおむね１０年以内に長寿命化の改修とい

うことで、美幌中学校、こちらは昭和５２

年築ということで一番古い学校でございま

す。こちらの外壁の全面改修、屋根防水、

さらには、北中学校は平成６年築ですが、

こちらについても外壁の全面改修、屋根防

水、東陽小学校、美幌小学校についても、

いずれも外壁改修、屋根防水ということ

で、外回りはおおむね１０年以内に長寿命

化の改修が必要という状況になってござい

ます。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 国の政策のお話な

のですけれども、文部科学省は、新時代の

学びに対応した教育環境向上、老朽化対策

の一体化整備の推進には、学校施設の長寿

命化を図る老朽化対策、バリアフリー化、

特別支援学校の整備、他施設の複合化、共

有化、集約化、また、防災・減災、国土強

靱化の推進では、非構造部材の耐震対策な

ど、避難所としての防災機能強化、バリア

フリー化、空調設備、トイレ改修等があり

ます。 

 この中で共通するのがバリアフリー化で

あります。令和３年４月にバリアフリー法

というのが改正され、バリアフリー基準の

適合義務の対象として公立小中学校が追加

されております。今後の新築整備のみなら

ず、既存の学校施設についても基準適合の

努力義務が課せられております。 

 また、近年、通級による指導を受ける児

童生徒、特別支援学級に在籍する児童生徒

は、全国では増加傾向にあります。学校施

設は、多くの児童生徒が１日の大半を過ご

す学習生活の場であり、障がいのある児童

生徒を含め、誰もが支障なく安心して学校

生活を送ることができるようにする必要が

あります。 

 さらに、災害時の避難場所として、障が

いをお持ちの方や高齢者の方の利用も想定

されることから、学校施設のバリアフリー

化を一層進めていくことが重要だと思って

おります。 

 今後、美幌町内の公立小中学校における

車椅子使用者用のトイレ、スロープ等の段

差解消、エレベーターの整備といったバリ

アフリー化について、考えがあればお聞か

せください。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） バリアフリー化

のお尋ねでございますが、冒頭、議員から

お話がありました公立学校施設整備につき

ましては、かねてからこういった事業がご

ざいまして、美幌町におきましても、平成

２６年、２７年と、この事業を活用して小

中学校のトイレ整備をさせていただきまし

た。その中にも、バリアフリーを念頭に置

いて、多目的のトイレを設置したり、段差

の解消に努めているところでございます。 

 議員がおっしゃるように、学校は、安

全・安心な時間を過ごして、豊かな学びを

していただくための場所でございますの
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で、長寿命化計画等をにらみながら、バリ

アフリーについても今後検討して、改修す

る際には、当然、今の国の基準等を参酌し

ながら努めてまいりたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 以前、美幌中学校

を訪問させていただいたときに、給食の配

膳のエレベーターがなくて、１階から持っ

て上がっているという話を聞きました。そ

のときにエレベーターの話も先生方から聞

いたのですけれども、そういうことについ

ても、例えば、バリアフリー化に伴って美

幌中学校にエレベーターができれば、当

然、バリアフリーと同時に給食配膳という

ことも考えられると思うのですけれども、

そういうような改修計画がないのか、お尋

ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） エレベーターの

関係でございますが、議員がおっしゃるよ

うに、今、エレベーターは使っていない状

況でございますが、いかんせん、こちらも

財政負担が非常に大きいということもあり

ます。また、美幌中学校は昭和５２年築と

いうことで、施設そのものが非常に老朽化

しているということもございます。 

 １回目の答弁をさせていただきましたよ

うに、児童生徒の少子化に伴う町立学校の

最適化、こちらの検討もありますので、そ

れらをトータルで勘案した中でどのような

方法がいいのかということをまた内部でも

検討してまいりたいと思いますので、御理

解いただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 文部科学省の国庫

補助事業の公立学校施設整備負担金の表を

私も確認したのですけれども、この学校給

食施設、これにエレベーターがあるのかど

うか分からないのですけれども、取りあえ

ず学校施設の改善充実のための施設整備に

ついては、新築で２分の１、改築で３分の

１の国庫補助金があると思います。 

 確かにお金はかかるのかもしれないです

けれども、取りあえず補助金があるならば

やってもいいのではないかと思うのです

が、その辺の考え方はどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 議員がおっしゃ

るのは非常に理解するところでございます

けれども、先ほど答弁させていただきまし

たように、学校の最適化、さらには財政問

題等々、様々な面で検討してまいりたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 多分、次の質問を

しても同じような答弁が返ってくると思い

ますけれども、防災機能強化の空調設備に

ついて質問させていただきたいと思いま

す。 

 防災拠点を考えた場合、体育館の冷暖房

が今後必要な対策と考えております。今ま

では、多分、冬場の暖房対策は考えていた

と思いますけれども、昨年夏のように干ば

つが続いたとき、考えられるのが冷房にな

ります。体育館についても、熱中症になる

可能性がありますし、特に児童生徒に対し

ては、健康被害につながると思っておりま

す。 

 今後、各小中学校にエアコンの空調設備

の配備等について考えがないのか、お伺い

します。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁を申し

上げます。 

 夏場の暑い状況は、私どもも、去年、暑

い中、学校に行きまして、確かに扇風機も

二、三台教室に置きながら授業をやってお

ります。ちなみに業者から５校、エアコン

をつけた場合の試算をもらいましたら、１
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億５,０００万円から２億円程度かかるとい

う話を聞かせていただきまして、財政的に

も難しいということで判断しませんでし

た。 

 その代わり、コロナ対策等で国から来ま

した交付金を利用しまして、扇風機を必要

以上に購入して風が抜けるような形にし

て、少しでも快適な学校生活、授業空間を

つくるように努力してきておりますので、

御理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 文部科学省のアン

ケート調査がホームページにあったのです

けれども、この施設整備による教育環境向

上について行っている資料によりますと、

空調設置により授業に集中できるようにな

った、勉強が頑張れるようになったなど、

教職員の効果も実感しているとあります。 

 今、部長に答弁していただきましたけれ

ども、防災だけではなくて、空調だけでは

なくて、本当に児童生徒に目を向けて環境

整備を続けていっていただければと思いま

す。扇風機で風が抜けるからいいよではな

くて、今後、熱中症対策も、去年のように

干ばつとか、本当に暑い日が続くと、体調

を崩される子供たちも数多くいるのではな

いかと思います。エアコンは、全室につけ

たら１億円かかるかもしれませんけれど

も、部分的な対策ということで、まずは小

さく区切ってエアコンをつけるとか、そう

いうような対策がないのか、お伺いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） エアコンの関係

につきましては、令和元年に各学校の保健

室に設置させていただいている状況にござ

います。 

 また、部長からも答弁を申し上げました

ように、各教室には扇風機、換気扇、夏場

においてはカーテンで日差しを遮ったり、

そういった施設的なことのほかに、休み時

間だとか、授業中も一定のルールの下で水

分補給を行うだとか、そういった両面で取

り組んでいる状況にございますので、御理

解いただければと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 児童生徒の健康を

考慮していただいて、次にいきたいと思い

ます。 

 次に、脱炭素化に向けた施設整備につい

て質問させていただきたいと思います。 

 既存の施設において困難であり、計画は

しておりませんとの答弁でありました。以

前、私も質問しましたけれども、公共施設

のＬＥＤ化を進めるとのことではありまし

たが、学校ではＬＥＤ化はしない計画なの

か、まずそこをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁を申し

上げます。 

 学校におけるＬＥＤ化につきましては、

少しずつではありますが、その都度、その

都度、予算の範囲でＬＥＤに替えていって

おります。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） このＬＥＤ化も公

共施設の整備事業の対象になると思います

ので、国庫補助金をしっかり利用しながら

進めていっていただければと思います。 

 今後、小中一貫教育導入との話も答弁に

ありましたが、このことについては、今、

経済教育常任委員会でも調査項目になって

おりますので、これ以上は質問いたしませ

んけれども、先ほど言いましたとおり、公

共の学校の施設整備に要する経費の一部の

事業を行おうとしたときに、補助率も３分

の１とか２分の１とか、結構大きい補助率

があると思います。 

 今後、安心して学んで育つことができる

環境を計画的に、また着実に構築していた
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だくことを要望して、私の質問を終わりま

す。 

○議長（大原 昇君） これで、２番藤原

公一さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１１時といたします。 

午前１０時４７分 休憩 

─────────────────── 

午前１１時００分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 ５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君）〔登壇〕 それで

は、私からは、美幌町の目指す将来像につ

いて大きく１点、質問をさせていただきま

す。 

 次世代に向けたまちづくりについて。 

 美幌町の人口は、最盛期の約２万７,００

０人から減少を続け、現在では１万９,００

０人を切りました。高齢化率も３６％と決

して低くなく、このままでは今後も少子高

齢化に歯止めがかからないことが目に見え

ています。 

 私は、令和元年５月に町議会議員を拝命

し、この３年間で、今までに３１項目につ

いての質問を行ってきました。そのテーマ

は、大きく分けて、子育て支援、移住・定

住促進、観光・経済対策、人材育成、学校

支援、不妊治療支援、雇用促進、情報発信

等々、次世代に向けた美幌町を目指すため

に、特に重要だと考える項目について質問

を行いました。 

 しかし、町長からの答弁では、ほぼ全て

において重要性の認識はあるとされていま

すが、次世代のまちづくりに向けた明確な

施策案や対応策については示されず、ま

た、美幌町の目指す方向性についても感じ

られる答弁がなかったように受け止めてい

ます。 

 そこで、今任期最後となる４年目を迎え

る町長に単刀直入にお尋ねします。 

 これからの美幌町をどういったまちにし

ていきたいと考えているのか、次世代のた

めの福祉をどのように考えているのかにつ

いて考えをお示しください。お願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 木村議員

の御質問に答弁いたします。 

 次世代に向けたまちづくりについてです

が、本町が実施する子育て支援、移住・定

住促進、人材育成などの各種施策は、第６

期美幌町総合計画をはじめとした各種計画

と、３歳から５歳までの幼稚園、保育園に

おける給食費の無料化や第３子の小中学校

給食費の無償化などの子育て支援策をはじ

めとした町長の重点施策に基づいて実施し

ているところであります。 

 また、新型コロナウイルスの感染対策に

も万全を期して取り組んでおりますが、町

民の皆様の命と健康を守ることを第一に考

え、引き続き、ウィズコロナ、アフターコ

ロナ時代における感染拡大の防止と社会経

済活動の回復に全力を尽くしてまいりま

す。 

 任期中で最後の本格予算となる令和４年

度を迎えるに当たり、これからの美幌町を

どういったまちにしていきたいと考えてい

るのか、次世代のための福祉をどのように

考えているのかにつきましては、第１に、

元気で活力のあるまち、未来を担う次世代

が育つ環境にあるまちを実現することで、

次世代に向けたまちづくりにつながってい

くものと考えております。 

 第２に、その実現に向けた具体策として

は、これまで着実に取り組んできた町長の

重点施策である子育て支援、教育の充実な

どの継続実施に加えて、新たに移住相談拠

点の整備を通じた移住促進と関係人口の創

出や３０人以下学級の小学校１年生への実

施、未来のアスリート、アーティストの応

援を通じた人材育成を行うなど、令和４年
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度の重点政策を組み合わせて実施すること

によって、継続性と発展性のある事業を展

開し、ふるさと美幌の福祉と教育の増進と

発展を図り、本町の未来を切り開いてまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜

りますよう、よろしくお願いいたします。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 町長が掲げられて

いた公約は４２個あったかと思います。そ

のうち、３６の項目をこの３年間で実行さ

れてこられたということは、私たち町民に

とってもうれしいことですし、すばらしい

ことなのかなと思っております。 

 昨日も町長からありました令和４年度の

町政執行方針、町長の今任期最後の町政執

行方針ということで、すごくわくわくしな

がら聞かせていただいておりました。 

 ただ、今の答弁にも、元気で活力のある

まち、未来を担う次世代が育つ環境にある

まちということがありましたが、そこにた

どり着くための、そもそも次世代に向けた

項目自体が正直少ないのではないか、弱い

のではないかと私は思っております。 

 今後の美幌町を考え、今日は町長としっ

かり議論をさせていただけたらと思ってい

るのですけれども、その上で、若者向けの

施策、子育て・働き手世代、そういったと

ころが今言ったようにちょっと弱いのかな

と私は感じています。 

 子育て・働き手世代、ここが住みよいま

ちづくりということで美幌町として振り切

る考えはお持ちではないのか、単刀直入に

大きく伺いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 次世代への施策が

弱いという御指摘も含めて、子育て世代の

というお話をしていただきましたが、私

は、決して、そんなに弱いという考えは持

っておりません。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 重点施策等もいま

一度見返させていただいたのですけれど

も、その上で、幾つか整理しながら質問し

ていきたいと思います。 

 まず、今までの私の質問の中でも答弁を

いただいていたり、私が質問してお話しさ

せてもらった子供の一時預かりの拡充、そ

して、未満児以下の保育の無償化を検討さ

れるという答弁を過去にいただいていたか

と思います。 

 また、児童センターでの子供の受入れ時

間についても拡充すべきではないかという

ことで、検討していきたいという答弁をい

ただいていたかと思うのですが、まず、そ

この進捗の状況や検討の結果がどういうふ

うになっているのか、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先ほど、木村議員

からありましたように、以前にそういう質

問をされました。その中で、ゼロの預かり

の幅を広げたりしているものもあります。

ただ、無償化にしたりというところまでは

至っていない現状です。 

 検討しているということよりも、これも

あれもということはなかなかできないと私

は認識しているのです。そのときに、今の

財政計画を含めて、これからの将来の見通

しを考えたときに、後年度負担、１回始め

たらもうやめるわけにいかないというとき

に、どこまで金額が膨らむかということを

考えた中で、何を優先してすべきかという

ことをどうしても選択せざるを得ないと思

っているのです。 

 今まで、私の前任の先輩方の首長さん

も、最終的に決断するときに、将来に向け

てそれだけの負担をずっと出していくこと

に対しての相当な苦悩というか、判断をし

た中で進めているということでありますの

で、言われたこととしては、本当にお金が

あれば、そうですよねと思うこともありま
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すし、こういうところまで広げられないだ

ろうかという話は毎回しておりますけれど

も、残念ながら、現実としてそれ以上進ん

でいないのが実態であります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 私が若者対策、子

育て対策のことをずっと訴え続けているの

は、何度も申し上げていますとおり、やは

り、これからの美幌町を担っていく人た

ち、働き手世代、子育て世代が元気に、そ

して、そこの人口が少しでも力を持ってい

かないと、今後、高齢者を支えていくこと

も難しくなってきます。ですから、ここの

世代が元気で輝くことが全世代が安心して

暮らせるまちづくりにつながると私は思っ

ているので、常に強く訴え続けているわけ

です。 

 今年度から、次年度もそうですが、町長

は、第３子以降の小中学校の給食費無償化

ですとか、３０人学級だとか、様々な取組

もされているかと思うのですが、正直に申

し上げて、それを子育てしている人たちが

見たときに、すごいとか、うれしいなと

か、こういうことをやってくれる町なのだ

なと感じられる取組かというと、そこまで

強くないのかなと私は思っています。もち

ろん、そういう取組があって、やってくれ

るのはすごくうれしいことだとは思いま

す。 

 それは、移住・定住の話にもつながって

くると思うのですが、移住・定住してくる

人たちだけに何かというのではなく、やは

り、美幌町に住んでいる子育て世代、働き

手世代が、こういう取組をやってくれてい

てすごくうれしいよねというところが移住

してくる人たちの魅力にもなってくるのか

なと思うのです。 

 先ほど、町長の答弁の中で、財政を見据

えて何を優先すべきか考えているとおっし

ゃっていましたけれども、そういった意味

では、今、子育て世代の夫婦は大抵が共働

きです。その中で、子供を安心して預かっ

てもらえて働けるかどうかというのは、す

ごい優先事項なのではないかと私は思って

いるのです。 

 そういった意味では、やっぱり未満児以

下の保育無償化を美幌町は推奨します、そ

れぐらい子育てを応援するので、安心して

働いて美幌で活躍してくださいと言えない

と駄目なのではないかと私は思うのです。

それと併せて、一時預かりも、お母さんは

大変ですから、今、自分たちの親が美幌町

内や近くにいない、預かってもらえる家族

がいないという若い人たちも多いわけです

から、そういったところを町で応援してい

かないと、全てに影響が出てくるのではな

いかと私は思うのですが、その辺りはいか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 子育て世代と言わ

れている３０歳から４０歳ぐらいの転入の

超過率は、国勢調査を基準に１０年後で考

えた場合に、管内を見てみると、美幌町で

は１０年前に比べてマイナスというか、当

然、出るほうが多いという形です。 

 訓子府は、北見市に非常に近いというこ

とで、逆に伸びている部分があって、確か

に、働く世代の人たちを重点的に打ち出せ

ばいいのでしょうけれども、その辺をどこ

まで強調すればと思っております。 

 要は、今の皆さんが預かってもらうとこ

ろをまず何よりも優先すべきということで

あれば、それも一つの判断かなと思ってい

るのです。そこは、民間も含めていろいろ

やっていただいていますし、町もやってい

ます。それから、今回、保育園が無償化に

なった代わりに、今度は給食費に対しては

負担してくださいといったときには、町

も、それも一つの判断で、そうはならない

ですよねということで無償化にして、併せ

て、幼稚園に対してもそういう対応をさせ

ていただいたということを考えたときに、

今言っているゼロ歳児から３歳までもそれ
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ぞれ強化はしているつもりなのですけれど

も、まだまだ足りないというのであれば、

御意見をいただいた中で、そういう施策を

考えていかなければいけないと思っていま

す。 

 ですから、その辺の認識としては、先ほ

ども言いましたように、３０歳から４０歳

ぐらいの子育てをしている人たちのための

施策は、今やっている部分、これから足し

ていく部分を含めて、他のまちと比べて遜

色はないと思ってはいます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、町長がおっし

ゃった中でも、やはり財源といったところ

は壁として出てくるのかなと思います。 

 近隣といいますか、同じ北海道内で言う

と、上士幌町がかなり早くにふるさと納税

を始められて、そのふるさと納税で集めた

財源を子供たちの保育などに充てるという

ことで、その財源を使って、それが尽きる

までは子育て支援をやりますという施策を

打ち出したりしているのも耳にしておりま

す。 

 それと同じような考え方になるかどうか

分からないのですが、美幌町も、今、ふる

さと納税がすごく好調で伸びてきていると

思うのですけれども、ふるさと納税の欠点

は、美幌が大好きな美幌町民はできないと

ころです。当然、美幌町に普通に納税はさ

れるのですが、ふるさと納税としての応援

はできないというところが難しいと思って

います。例えば、美幌町の子育てだけに使

いますと目的を打ち出して、町民も町外の

方ももちろん、子ども未来応援基金のよう

に、美幌町の子育てを応援したいという幅

広い年代の方から寄附を募って、使い道に

ついても、町民の有志が参加した検討委員

会を設けて、そういったことを町として打

ち出すというのは、町民としても、町がそ

ういうリーダーシップを取って、子供たち

のために、そこに町民の力も入るというこ

とで、すごく面白い取組になるのではない

かと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ふるさと納税のお

話をしていただきましたけれども、基本的

に、ふるさと納税という制度がいつまで続

くかということと、こういう制度による格

差があり過ぎることに、私は基本的にはあ

まり賛成ではないです。そうはいっても、

制度がある以上は、今、皆さんというより

も、うちのスタッフに言っているのは、少

しでも納税していただく努力を最大限しま

しょうということで、私どもだけの町では

ありませんけれども、全体的にコロナ禍と

いうことで伸びていることも事実でありま

す。 

 その中で、納税していただいた方として

は、何のために使われているかがどうもは

っきりしないということで、今ははっきり

目的を何点かに絞って明確にしておりま

す。その中で、教育とか福祉という大きな

枠において、今、木村議員がおっしゃった

ように、もうちょっと的を絞って、こうい

うことにということを皆さんと検討するこ

とは可能かと思っています。 

 ただ、そのときにベースになるのは、子

育てのために、ふるさと納税では無理では

ないかというか、町としてどういうところ

に子育てのポイントがあって、納税する人

にとって、返礼品のことを考えれば、あま

り気にしないかもしれませんが、引きつけ

るようなものを示さなければいけないと思

います。 

 そういったときに、通常の子育て、要

は、小学生以下の子育てに対してお金を使

っていきたいということを示すだけではち

ょっと弱いかなと思っております。例え

ば、近くの市であれば、ふるさと納税が多

いから、選挙公約で給食を無料化にするよ

とか、それが本当に望ましいかどうか、自

信を持って言えないというのが本音です。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ
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ん。 

○５番（木村利昭君） 今、町長が御答弁

いただいたのは、ふるさと納税の部分だっ

たと思うのですが、それと別に、美幌町と

して美幌町民から子育てを応援する、子供

を応援するというような寄附、そういった

応援基金みたいなものをつくれないかとい

う提案でした。 

 これも、財源がいつまで続くかとか、い

つまで寄附金がたくさん入ってくるかとい

うところは不透明ではあると思うのです

が、それぐらい美幌町も子育てを応援して

いるよというところを、町民と一丸となっ

て子育てに取り組んでいますというところ

を、力を出してみんなでやっていくことが

必要ではないかと思っています。それが目

に見える形としての取組になると思ったの

で、そういった取組を検討するのはいかが

かというところでした。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ちょっと認識が違

って、申し訳ございません。美幌町民が自

ら皆さんに支出いただいてという意味だと

いうことを理解しました。 

 そういう取組はやっても全然構わないの

ではないかなと私は思っていますし、そう

いうことが可能かどうか、それは検討した

いと思っています。 

 今、子育てだけではなくて、執行方針の

中でも言っておりますけれども、私が町長

になってからは、スポーツに力を入れて、

特にスポーツで育つ子、そして、今年から

アーティストというか、文化面について

も、将来に向けた子供たちを育てようとい

うことでの対応はしっかりさせてほしいと

思うのです。 

 ですから、育てるということが本人自体

に向かうのか、それとも、子育てをする大

変な親に対して支援するかというのは、き

ちんと皆様の意見を聞きながらバランスを

取らなければ、ちょっと難しいかもしれま

せん。 

 ただ、先ほどの繰り返しになりますけれ

ども、考えてはいきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 町長の今の答弁の

中にも、子育てという部分では、教育と

か、子育てもいろいろ多岐にわたるのかな

と思っています。 

 そういった意味では、スポーツ、アーテ

ィスト、アスリート、そういったところは

町としてはすごく力を入れられていると思

いますし、美幌町の魅力は、社会教育事業

が充実していたり、少年団もすごい数があ

って、町民の有志の方々が子供に対して支

援をしていただいているというのは、ほか

のまちと比べても遜色ないことだと私は思

っております。 

 私が先ほど弱いというふうに発言させて

もらったのは、保育といった部分に対し

て、一番心労がかかるというか、まだ自分

のことが自分でできない子供たちを育てて

いく上での支援が弱いと思っているという

発言だったことを説明させていただきま

す。 

 私も、常日頃からそういったところを訴

えながら議員活動をしておりますので、

様々な子育て世代の方と意見交換をさせて

いただいています。その中で、結構多くい

ただいている御意見としましては、子育て

に関わる情報ですね。例えば、何歳児健診

とか予防接種というところもそうですし、

美幌町ですとフレッシュママセミナーなど

いろんなこともやられているかと思うので

すが、そういったことがいつ行われている

かというところでタイムリーに情報をもら

えるようなことがないのです。気づいた

ら、日々の子育てに追われていて、はっと

思ったときには過ぎていたとか、そういっ

た話をよく耳にします。 

 美幌町は、今、公式のＬＩＮＥアカウン

ト等を持っておりますが、例えば、お子さ

んが生まれて、いろいろ諸手続をされる中
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で、その場で登録をしていただくような形

にして、子育ての情報配信を行う、また、

ＬＩＮＥ＠とか、ＬＩＮＥアカウントと

か、こういったものを取り入れて、タイム

リーに子育て情報、一人一人のタイミング

に合わせて一人一人の情報を流すのは難し

いとは思うのですが、何月何日から何歳児

健診を行いますよとか、幼稚園の募集が始

まりました、保育園の募集が始まりました

とか、そういった子育て情報を流すような

取組ができないのかなと思うのですが、い

かがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 情報発信について

は、以前にも議員から御質問をいただきま

した。その中で反省も含めてお話しさせて

いただきましたが、やはり行政側の発信力

が弱いというふうに思っています。 

 その中で、トータル的には、町長とし

て、どういうことをやっているのか皆さん

よく分からないので、もうちょっとアピー

ルしたらどうかという話がありました。や

はり、今、防災などを中心に、皆さんに発

信するチャンネルがいろいろあります。た

だ、それがうまく使われているかどうかと

いうことは、その幅の広がり、つい最近、

御指摘いただいたのは、テレビを使って情

報を発信するにしても、内容が更新されて

いないで、本当に必要があるから見ようと

思ってチャンネルを押したらまた同じと。

そういうことをこれからしっかりやらざる

を得ないのではないかと思っています。 

 そういう意味で、子育ての情報発信につ

いては、そのことも含めて、行政体として

皆さんに情報を伝える手法を早急に研究し

て、ＬＩＮＥなど、今あるＳＮＳを使っ

て、やれるものは少しでもやっていきたい

と思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） そういう意味で

は、美幌町もいろいろ取組をされていると

思います。それが伝わることで、町民の満

足度というか、こういうこともやっていた

のか、ないと思って不満に思っていたとこ

ろも親切に教えてくれるのだなと、人とし

てつながっていると感じられる部分が大き

いと思いますので、まずは情報発信をし

て、それも、ただ情報を発信して終わりで

はなくて、伝わる、伝える情報発信にぜひ

力を入れて取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 令和３年度から新設されている結婚新生

活の支援補助金等があったかと思います。

こちらの利用実績はどういうふうになって

いるのか、分かれば教えてください。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 実績的には３

件でございます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） まさか新婚さんが

３件ということはないと思いますので、利

用された方が３件ということだと思うので

すが、この実績はどのような感じで受け止

めていらっしゃいますでしょうか。 

 例えば、こういう理由で使えなかったと

か、使い勝手が悪かったとか、いろいろあ

ると思うのですが、その辺りを教えてくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 実際に、その

３件という数字は、私どもも少ないと感じ

ているところでございます。 

 原因として考えられることは、私どもの

周知の仕方が十分ではなかったのではない

かと感じております。 

 また、この制度は所得制限もございます

ので、それも一部要因ではなかろうかと思

っております。 

 この３件について、ほかに制度を知らな

い方もいらっしゃったと思っておりますの

で、その方々につきましては、手法は別に

してお知らせをする形で取り進めてまいり
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たいと思っております。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、福祉部長から

の御答弁がありましたけれども、夫婦の所

得金額の合計が４００万円という要件があ

るかと思います。申込みをされたけれど

も、これに引っかかって、もらえなかった

という方はいらっしゃるのでしょうか、教

えてください。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） たしか、記憶

ではいなかったと思いますが、調べて後ほ

どお知らせしたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） この結婚新生活支

援補助金も、基本的にはベースが国の事業

だと私も思っております。 

 結婚に伴って、住宅費用などの経費を補

助しますというところかと思うのですが、

正直に言って、こちらも国の制度にのっと

ってやっている中で、美幌町独自ではない

というところが引っかかっております。 

 もちろん、こういった制度を国でやって

いて、それが自治体の窓口になっていて、

もちろん登録されていない自治体もあるの

で、そういった意味では、美幌町もそれを

すぐに取り入れてやられているというとこ

ろはすばらしいと思うのですが、美幌町は

不妊治療の補助も上乗せでやられていると

思うのですけれども、例えば、町で、もう

ちょっと上乗せで出しますよとか、こうい

ったところもやりますよとか、そういった

検討はされていないのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） ただいまの御

質問でございますけれども、現在のとこ

ろ、新たな要素を加えるとか、そういった

ことについては考えていないのが現状でご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今後、考えていく

予定はありますか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、国の制度に合

わせて、町単独でという話ですが、どこに

ポイントを置くかということを考えていか

なければいけないと思っています。 

 例えば、結婚される方の数が少なくなっ

て、１人でも２人でもそういう支援を受け

たほうがいいということであれば、全員と

いうことでなくても、何件というか、施策

として、私は、ばらまき的なことは本来ど

うなのかなと思っています。 

 私はどちらかというと総合計画支持派で

ありますから、きちんとした体系をつくっ

て、そういうことを具現化するようなもの

をきちんと整理して、町はこれとこれとこ

れをしっかりやりましょうということを考

えていく話だと思うのです。 

 ですから、これはどうでしょうかと言わ

れたときに、ちょっと検討しますと言う

と、いかにもそれをやるようになるので、

それよりも、基本的には、そういう整理を

した中で、これとこれとこれはしっかりや

りたいという方向性を示したほうがよいの

ではないかと思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、町長から、総

合計画にのっとりという答弁もありまし

た。今、私の手元に総合計画がございまし

て、基本目標をいろいろと書いてございま

すが、大きく言ってしまうと、今、私が言

っていることも、全部、この総合計画の目

標に引っかかってくるのではないかなと思

います。 

 ただ、今、町長がおっしゃったように、

何でもやればいいかというところはまた別

だと思っておりますので、町長に対して、
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今日の私の質問の中で提案している項目全

てを絶対にやってくださいと言うつもりは

なくて、今後、その目標を遂行していくた

めにこういう選択肢もあるのではないかと

いうところでの提案であります。 

 ですから、全てやってくださいというわ

けではなく、こういった声がありますの

で、こういう取組を検討されてはどうでし

ょうかというところでの提案であることを

御理解いただきたいと思います。 

 それでは、またコンセプトを変えて質問

させていただきたいと思います。 

 美幌町は、今、アルバイト人口もそうで

すし、そもそも働き手の世代が不足してき

ているのかなと思います。 

 町として、新年度にエッセンシャルワー

カーを確保するための助成もやられると思

うのですが、私がよく耳にするのは、アル

バイト人口、パート人口がいないという声

です。ホテルが足りない、何とかしてとい

う声の次ぐらいに、アルバイト人口がいな

いという声を耳にします。 

 美幌町は、町自体に大学とか専門学校が

ないので、そういうことに前向きになる世

代が少ないのかなと思っております。そう

いった観点で見ますと、美幌町は隣に北見

と網走がありまして、網走の東京農大、北

見工大等もありますが、ここに通う学生に

美幌町に住んでもらうような取組を検討す

るというのはいかがでしょうか。 

 例えば、美幌町で何年アルバイトをして

もらうことで家賃を補助しますよとか、そ

ういった提案をさせていただきたいと思い

ますが、町長、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） パート人口が少な

いというのは、私も思っております。 

 つい最近は、北見工大と包括連携をし

て、北見にいる学生さんが美幌に来るチャ

ンスを使って、美幌に住んでもらえると

か、例えば東京農大とか工大だけではなく

て、今まではいろいろな形で関わってきて

いたと思うのです。そういう関わりを、行

政だけではなくて、皆さんがきちんと持っ

ていく必要があると思っています。 

 確かに、お金を出して美幌に住んでくれ

る方に対して、補助を出すから美幌に住ん

で通ってくださいという話になったとき

に、それも一つの手かもしれません。逆に

言ったら、美幌から北見なり網走に通う場

合に、その足をどうするのかという話にも

なってきます。 

 私は、年齢を問わず、美幌に住んでもら

うという意味で支援策を考えるということ

が大事かと思っております。どういうふう

にできていくかどうかは分かりませんけれ

ども。 

 その辺は、今後をトータル的に考える必

要もあるのかなと思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ここで、今すぐや

りますという答弁ができると思っていませ

んし、今の町長の答弁は、そういったこと

を前向きにいろいろと考えていただけると

いう答弁であると受け止めたいと思いま

す。 

 昨日の町政執行方針の中にもありました

が、今、美幌町への移住相談件数も結構増

えてきているという話があったかと思いま

す。 

 その中で、令和３年度、美幌町に移住相

談があった件数がどのくらいあったのか、

分かっている範囲でいいので、教えてくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいま御質

問をいただきました移住相談件数は、御答

弁でも例年の倍とお伝えしておりますが、

コロナ禍であって、特設サイトを開いて、

インターネットを見る機会も増えたという

こともあって、そういった相談について

は、現在で１２１件、年代も様々です。２

０代から７０代以上の方に均等に御相談い
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ただいております。やはり、コロナ禍にお

いて、全国民が様々な移住を考えていらっ

しゃるのかなと思います。 

 例年でいきますと、平均は５０件と押さ

えていただければと思います。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 倍ということで、

私もちょっと声が出てしまいましたけれど

も、すごくうれしいことだと思います。こ

れが美幌町の移住につながってくれば、ま

たうれしいのかなと思います。 

 その上で、今、移住定住情報サイトとい

うすばらしいサイトをつくっていただきま

した。そういったものもあると思います

し、そういうものを見て美幌に移住したい

という相談につながったところもあると思

います。その中で、移住したいけれども、

何か弊害があったり、課題があって移住に

踏み切れないという方も結構多いと思うの

ですが、弊害で多い項目は特にどういうも

のだと感じられますか。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） やはり、現

在、移住の中では、実際にその地域に住ん

でみたいということで、美幌では四季彩と

いう移住体験住宅がございますが、その地

域に少しでも住んでみて、体験したいとい

う方が大変多くなっています。現在、コロ

ナ禍のために住めない状況ですし、自分の

想像の中でしかない美幌町に突然来ても不

安があると思います。実際に相談はありま

すが、その多くは、ちょっと体験して住ん

でみたいということですので、今年度も既

に募集をかけていますが、コロナが落ち着

いた後に、移住体験住宅に住んで美幌町を

知っていただきたいと思いますし、オホー

ツク地域が自分のイメージと合っているの

か確認したいという方が大変多くなってい

ると思います。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 私も、特に去年か

ら美幌町に移住したいという希望を持って

くれている方とつながりを持たせていただ

いて、複数人の美幌町の移住相談に乗りな

がら、もちろん行政にも一緒に協力しても

らいながらやっていますが、私が相談を受

ける方は、美幌町に移住したいというふう

にほぼ決めている方が多いのですけれど

も、そこで一番多い声は、やはり仕事と住

居なのです。 

 そういった観点で、今回、移住定住情報

サイトを拝見しますと、すごくすばらしい

サイトなのですが、仕事のところだけ外部

リンクで飛んでハローワークだとか、町の

もともとのホームページで、悪く言えば企

業を羅列しているようなページに飛んでし

まうのがちょっと残念だなと私は感じまし

た。 

 ほかの部分では、インタビューとか、実

際に美幌に住んでみてという生の声が載っ

ているところもあります。企業の努力はな

く、町が全てやるということではなくて、

企業としても募集したい、そういうところ

を改善していきたいという思いを高めるよ

うな取組として、せっかくいいサイトがあ

るので、ここで企業の魅力の発信とか仕事

の紹介をもっともっと行ってみてはどうか

なと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいま御質

問がありましたように、移住相談の中の多

くは、仕事があるのかどうかという確認で

ございます。 

 町のほうで、個々にこういう仕事をした

いという職種の希望がありますので、なか

なか特化してホームページにリンクするよ

うな形に載せていくことは現実的に難しく

て、ハローワークとリンクさせていただい

ているのが現状であります。それについて

は、今後、移住者の声を聞きながら、どう

いった形がいいのか検討してまいりたいと
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思います。 

 今は、離れていても仕事ができるテレワ

ークの時代になってきていますので、その

まま勤めながら地方にというスタンスも出

てきています。そういった形が若干増えて

きていると思っていますが、やはり、相談

が多いのは仕事の面でございます。今後、

改良していきたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 仕事の部分に関し

ては、ぜひ情報発信を含めて、魅力を伝え

るような形で改良を検討していただけたら

と思います。 

 昨日の町長の執行方針の中にもありまし

たが、空き家対策をしながら地域の活性

化、要は、空き家の改修経費を助成し、地

域の活性化（移住体験住宅）を図るとあり

ました。移住・定住促進住宅の利活用とい

う意味で、働き手世代、子育て世代で美幌

町に移住・定住してもらいたいということ

を考えるのであれば、例えば、移住・定住

促進住宅を使ってもらう方、家族には、託

児機能とか幼稚園、保育園、こういったと

ころも短期的に入所を可能にするとか、そ

ういったことがないと、本当に美幌で子育

てはできるのだろうか、しやすいのだろう

かというところも分かってもらえないと思

うのですが、その辺りの拡充の考えはいか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 移住・定住の進め

方においては、新年度に移住相談拠点施設

をつくりたいと考えておりまして、その中

で空き家を利用していきたいという話で

す。 

 その中で、今までのように何でもかんで

もテレワークの拠点をつければという話で

はなくて、もともと私は、全てが移住して

くれることよりも、関わってくれる関係人

口も大事なことだと。 

 ２月に経済同友会が「地域共創のさらな

る進展に向けて～ワーケーションを呼び水

に関係人口の創出を～」の中で、全てが移

住につながらなくてもいいと。これは１回

読んでいただければと。 

 私も読んで本当にたくさん反省するこ

と、その中で書いてあったのは、豊かな自

然やおいしい食、ＳＤＧｓなどのＰＲにと

どまり、地域ならではの特性とか特徴を全

く生かさないで、ただそういうふうにやっ

ているところが多いと。違うよねというこ

とでいくと、やはり、今後、私どもでやる

ためには、誰をというか、どこにターゲッ

トを置くかとか、それから、地域と関われ

る、ただ来ましたではない。多分、木村議

員もいろいろな方と関わっているのは、そ

の人たちにほれて、コミュニケートという

か、そこにいることのよさを感じることが

多いのではないか。 

 次に、今言った家族ということを考えた

ときに、家族が一番何を望んでいるかとい

うと、例えば、ここでもいつでも勉強がで

きる、学校のフォローすることができる環

境づくりとか、今の子供を預けられると

か、そういうものをしっかりやっていかな

ければ駄目だという提言書を出してくれた

のです。 

 私がちょうどこれを提案しようとスタッ

フから言われていろいろ勉強させてもらっ

た中でいけば、今言ったようなことをきち

んとやっていかなければ、本当につながっ

ていかない、ただの箱物になるのかなと感

じますので、実施するには、今言っていた

だいたことも含めて、しっかり受け止めて

考えていきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） やはり、今、町長

がおっしゃったように、本当に地域の魅力

と地域の関わり、そして、ターゲットをど

こに置くかというところが大事なのかなと

思っています。 

 先ほど、政策課長からも答弁があったよ
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うに、テレワーカーも増えてきていること

を考えると、仕事をしていてというところ

でいけば、今、美幌町が一番求めている働

き手世代、子育て世代にターゲットを置く

べきなのかなと私は思います。 

 そこにターゲットを置こうとすると、や

はり教育とか保育とか子育ての部分という

のは絶対に弊害が出てきますので、そうい

ったところに対応するような移住体験、そ

して、相談、そういったところを充実して

いけたら、美幌の魅力はもっともっと高ま

っていくのかなと思います。 

 それと同じく、先ほど私もお話ししまし

たが、仕事ともう一つ弊害になるのは住居

です。これも本当に毎回出る声として、美

幌は戸建ての賃貸が少ないなと。中古物件

はあって、実際に家賃を払う思いをするよ

り買ったほうが安いという部分もあるので

すが、美幌に移住してきて、住んだことも

ない地域にいきなり家を買うというのはな

かなか勇気の要ることです。それは私もや

れと言われたらできないなと思います。 

 そういった意味で、今、移住・定住促進

住宅はありますが、移住・定住支援住宅を

整備してはどうかと思います。 

 例えば、３年なら３年、４年なら４年と

入居年数を設けて、美幌町に定住して住居

を整えたり、実際に生活になじんでいただ

くための入り口としての住居、こういった

ものも数棟あっていいと思うのですが、い

かがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 私も、今、多分、

同じような方から住宅を探してほしいと言

われて、一生懸命探しているところであり

ます。リクエストは戸建てです。ですか

ら、その方に「住宅を買いなさい」とはな

かなか言えないのです。そう考えれば、

今、木村議員が提案いただいた支援住宅と

いうものも考える必要があるかもしれませ

んし、今の空き家対策の一つの手法とし

て、今、順番に必要とするものを進めてお

ります。 

 そういった中でいけば、今度は、短期的

ではなくて長期に住む方に対しての物件と

してあっせんができたり、それを支援でき

るような形は考えていく必要があるのかな

と思っているところであります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） とても前向きな御

答弁をいただいたと私は勝手に思っており

ます。 

 それでは、またターゲットを変えまし

て、次は子供たちの部分にターゲットを移

していきたいと思います。 

 美幌町は、中学生、高校生をメインとし

た子供たちのコミュニティスペースがかな

り少ないのではないかと私は思っておりま

す。 

 かといって、みどりの村となりますと、

やはりちょっと遠いかなというところで、

私が目をつけさせていただいたのは、町民

会館のロビー、しゃきっとプラザの３階ロ

ビー、ここは今も一般開放していて、Ｗｉ

－Ｆｉも使えて、誰でも使えるようになっ

ていると思います。 

 例えば、ここをもっともっと子供たちが

活用しやすい、子供たちといっても中学生

とか高校生といった世代の上の子供たちが

使いやすいような形で整えると。夏は無料

で麦茶を置いておくとか、冬はちょっと温

かいお茶を置いておくとか、カードゲーム

とかボードゲームとかちょっと楽しめるよ

うなものを置いてみたり、こういったとこ

ろを実際に高校生とか中学生の意見を盛り

込んで、どんなふうにしたら使いやすいか

というところも聞いて整備してみてはどう

かと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今お話しいただい

たことは、そのとおりと感じるところが

多々あります。 

 場所的にそういうことは可能なのかどう
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か、それから、今、図書館でも、他のまち

などでは、勉強するために、わざわざ図書

館の場所取りをするために、みんなで出か

けたりということをしています。でも、残

念ながら、私どもはそういう環境をつくっ

てあげられていないところがあります。で

すから、子供たちが集まれる居場所という

中でいけば、そこの場所ができるかどうか

は別として、何か考える必要があると提案

は受け止めたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ３年前に総務文教

常任委員会の視察で室蘭に行ったのです

が、室蘭にはきらんという総合福祉施設が

あります。そこは、しゃきっとプラザのよ

うな施設とか、図書館とか、そういったも

のが複合になっていて、実際に視察してき

たのですが、お年寄りも一緒に碁をやった

り、しゃきっとプラザとか町民会館のロビ

ーのようなところでそういうことをやっ

て、すごく明るいイメージといいますか、

コミュニティーが出来上がっています。 

 そういった機能を公共施設として持つこ

とで、かつ、町民会館は文化振興、芸術振

興というところも掲げていると思いますの

で、例えば、定期的にロビーで何か絵画展

とか、写真展とかをやって、そういうのも

見てもらうと。その中で、Ｗｉ－Ｆｉを使

ってちょっと勉強したり、仕事をしたり、

子供は仕事はないかもしれないですけれど

も、何か子供たち同士でコミュニケーショ

ンを取ったり、そういったものがあっても

いいのかなと思いました。 

 先日の戸澤議員の質問の中にもありまし

たけれども、まちなかでの集いの場、癒し

の場、これが美幌町は外で、屋外という意

味でも、公園とかそういったものはあるけ

れども、整っていないのかなと。一昔前は

なかまち緑道がそういう機能を担っていた

のではないかなと私は思っています。噴水

があって、水が流れて、ベンチもあって、

あずまやもあって、そういう意味では、屋

外、自然を散策しながら楽しんでゆっくり

できる場所という意味で、なかまち緑道は

中心市街地ですし、病院も近いですし、こ

こをもう一回整備してみてはどうかなと思

うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） なかまち緑道も含

めて、町が有する土地というか、空き地だ

けではなくて、公園とか、そういう部分の

使い方もこれから考えていかなければなら

ないのかなと思っています。 

 まちなかという部分においては、施設を

つくったりすることが難しい状況の中にあ

って、本当に空いているというか、空き地

があるのであれば、冬はちょっと厳しいか

もしれませんけれども、集える方法がある

のかなと。そういうことは、行政だけでは

なくて、皆さんと考えていく必要があると

思っていますので、そのきっかけをつくる

ためのスタートに私どもが関われればと思

っております。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 申し訳ござい

ません。先ほどの結婚新生活支援補助金の

件について、私、令和３年度は３件という

ふうに申し上げたのですが、１件でござい

ました。婚姻届の提出につきましては４０

件程度あったのですけれども、そのうち１

件ということです。周知につきましては、

婚姻届を出していただいた際に、この制度

について直接お知らせさせていただいてい

るところでございますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ４０分の１と聞い

て、少し残念な思いであります。幾つか要

件はあると思いたいです。婚姻に伴って、

新規の住宅費用とか、結婚に伴う引っ越し

費用とか、こういう要件があると思います

ので、例えば、新規で住宅を借りなかった
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とか、引っ越しがなかったとか、そういっ

たところはあるのかなと思うのですが、そ

う考えると、本当に使い勝手があまりよく

ないなと思いますので、ぜひ、もっともっ

と使い勝手がよくて、美幌で新婚生活をこ

れから送る若い人たちを応援できるような

制度にしていただきたいというふうに思い

ます。 

 時間が限られていますので、最後にさせ

ていただきます。 

 今、町長からの答弁で、なかまち緑道だ

けではなくてということで、いろいろとお

話をいただきました。近隣では、鶴居村を

中心に、プロムナードといって、本当にヨ

ーロッパのように、水がきれいに流れて、

子供たちも団らんしたり、その隣に公営住

宅があって、子育て世代の人たちが歩いて

いけるというのはすごい魅力なのかなと思

っています。 

 鶴居村のまちの規模と美幌町のまちの規

模を比較して話をするのは難しいと思うの

ですが、いずれにしても、先ほどの屋内の

子供たちのコミュニティスペースもそうで

すし、美幌町は、屋外の施設も、もっとゆ

とりを持って町民生活を送れるような施設

を町で整えていかなければいけないと思い

ますので、その辺りを調査していただきた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） これで、５番木村

利昭さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１３時１５分といたします。 

午後 ０時００分 休憩 

─────────────────── 

午後 １時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 私は、

３点について一般質問したいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 まず最初に、種イモの確保対策につい

て。 

 種イモ農家に対する支援についてであり

ますが、全国の生産量の８割を占めるジャ

ガイモ産地の北海道ですけれども、種イモ

不足が深刻化しております。具体的には、

北海道の生産面積が令和２年度は４,５００

ヘクタールとなっており、この５年間で１

割減少しています。また、美幌町におきま

しても、１０年前に農家戸数１７戸、９３

ヘクタールの耕作面積が、現在、農家戸数

１０戸で７３ヘクタールと２割減少してい

ます。 

 このことは、後継者不足に加え、ジャガ

イモシストセンチュウやウイルス病などに

対する農薬による消毒及び植物防疫法に基

づく厳しい国の検査のため、病株の抜取り

作業等の病害虫対策等に通常のイモより手

間が２倍かかる作業で、それに対して、所

得が１.５倍にしかならないことも背景にあ

ります。 

 また、昨年は、過去に例を見ない高温少

雨に見舞われ、特に６月から７月の降水量

が少なかった影響で、規格内収量は平年を

下回る状況になっており、このままでは道

産ジャガイモがつくれなくなると、農協関

係者は危機感を募らせております。 

 美幌町では町内農家の約１６０戸が種イ

モを利用していますが、畑作の輪作問題及

び防疫検査のための病株の抜取り技術や人

手不足等の問題があり、新規耕作者は難し

い状況にあります。 

 このようなことから、ここ２年間は種イ

モ不足から規格外のイモを種イモとして使

用しなければならない状況であり、当面は

現在の種イモ耕作面積を減らさないようし

っかりと農家を守らなければならないと考

えます。 

 そのためにも、ジャガイモシストセンチ

ュウやウイルス病などに対する農薬に一部
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補助している一般農作物原・採種圃設置事

業の病害虫対策費等を見直し、現在の種イ

モ農家を守るべきと考えますが、町長の考

え方を伺います。 

 また、今後の将来的な種イモ確保対策に

ついての考えを伺います。 

 ２点目であります。 

 まちなか賑わいについて。 

 まちなか賑わい施設整備についてであり

ますが、美幌町は、阿寒摩周国立公園に位

置する景勝地、美幌峠を有しており、道の

駅ぐるっとパノラマ美幌峠は、道内の道の

駅スタンプラリー２０２０、再度訪れたい

部門で１２７か所中１位となっておりま

す。 

 また、道東の空の玄関口、女満別空港か

ら車で１０分、４本の国道が町内を通り、

自然環境、交通条件等、観光面においても

非常に恵まれています。 

 観光施設には、美幌峠レストハウスをは

じめ、峠の湯びほろ、みどりの村森林公

園、グリーンビレッジ美幌、物産館ぽっぽ

屋などがあります。しかしながら、美幌町

を訪れる観光客のほとんどが美幌峠を立ち

寄る通過型であり、季節的にも夏季に集中

し、冬季の来訪客が著しく少ない状況にあ

ります。 

 近年、見る観光から体験・体感する観光

へ、団体から少人数グループの観光へと変

化することも相まって、観光入り込み客数

が伸び悩んでいる状況にあります。 

 また、中心市街地は町を代表する顔とし

て栄えてきましたが、近年では、モータリ

ゼーションの進展、消費者のライフスタイ

ルの変化等を背景に、中心市街地における

居住人口の減少、空き店舗の増加をはじめ

とする商業機能の低下など、中心市街地の

空洞化が深刻化しています。 

 このようなことから、町内の市街地にビ

ジネスホテルのような、ただ泊まるホテル

ではなく、美幌町やオホーツクの魅力を生

かした滞在型シティホテルを誘致し、その

上で、第２の道の駅やコミュニティー施設

等を含めた複合施設のまちなか賑わい整備

に、関係団体及び民間の協力を得て、早急

に対応すべきと考えますが、町長の考え方

を伺います。 

 次に、３点目であります。 

 社会教育施設環境の整備充実について。 

 美幌町社会教育施設等長寿命化計画につ

いてでありますが、令和４年３月に策定の

美幌町社会教育施設等長寿命化計画は、社

会教育施設の建築後３０年以上を経過した

施設が半数以上を占めることから、老朽化

状況を的確に把握し、維持管理上の問題や

課題を整理するとともに、中長期的な視点

の下、トータルコストの縮減及び財政負担

の平準化を図り、安全・安心な施設利用環

境等を目的として、令和３年度から令和１

１年度までの９年間の計画期間で策定され

ています。 

 この計画期間内におけるマナビティーセ

ンター、図書館、博物館、トレーニングセ

ンターを含め、１３施設の具体的な改修等

の計画について伺います。 

 以上、３点、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 馬場議員

の御質問に答弁いたします。 

 なお、社会教育施設環境の整備充実につ

きましては、教育長から答弁させていただ

きます。 

 初めに、種イモの確保対策について。 

 種イモ農家に対する支援についてであり

ますが、農作物の安定生産と品質保持を図

るためには優良種子の確保が重要であるこ

とから、種イモのほか、小麦と豆類の種子

を対象に、ＪＡびほろとともに、一般農作

物原・採種圃設置事業により、原・採種圃

を設置する生産者に対して、病害虫対策費

と補助管理費の一部を補助しているところ

であります。 

 補助の内容は、原種圃１０アール当たり
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１,９００円、採種圃１０アール当たり７５

０円となっており、令和３年度の実績で

は、バレイショに対する補助が農家１０戸

に対し、原種圃１,０８０アールで２０万

５,２００円、採種圃６,４１０アールで４

８万７５０円となっております。その他、

小麦に係る補助が、農家７戸に対し、採種

圃３,７１０アールで２７万８,２５０円、

豆類に係る補助が、農家６戸に対し、採種

圃１,５３４アールで１１万５,０５０円と

なっております。 

 議員の御指摘のとおり、圃場管理には病

害虫対策が必要であり、植付け前の土壌診

断、異常株や病株の発見のための常時巡

回、防除など、手間がかかることは十分認

識しております。バレイショの安定生産に

は種イモの確保が重要であり、現在の一般

農作物原・採種圃設置事業は継続してまい

ります。 

 また、事業実施主体のＪＡびほろとは、

毎年、現状や翌年の作付見込み、補助内容

について意見交換をしており、その中で、

課題等を整理しながら対応してきていると

ころであります。今後も、ＪＡびほろなど

の関係機関と十分に連携し、適切な圃場管

理や労働負担軽減などについての現状分析

や問題点の協議を行い、引き続き種イモ確

保に努めてまいりたいと考えておりますの

で、御理解をお願いいたします。 

 次に、まちなか賑わいについて。 

 まちなか賑わいの施設整備についてです

が、御質問の滞在型のシティホテルの誘致

につきましては、長期化する新型コロナウ

イルス感染症の影響やこれからの観光動向

などを見極め、町内の関係団体とともに協

議しながら、本町の立地条件や観光資源に

適した宿泊施設の誘致に全力で取り組んで

まいりたいと考えておりますので、御理解

と御協力をお願いいたします。 

 また、複合施設のまちなか賑わい整備に

ついては、選択肢の一つであると考えてお

りますので、引き続き、情勢を見極めなが

ら、本町にふさわしい取組を総合的に判断

してまいりますので、御理解賜りますよう

お願いいたします。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 馬場議

員の御質問にお答えいたします。 

 このたび策定の美幌町社会教育施設等長

寿命化計画では、施設の劣化状況調査結果

に基づく改修等の優先順位として、施設の

不具合箇所の早期修繕を図るとともに、社

会的ニーズに対応した長寿命化改修を建築

後４０年目を目途に実施することを基本に

検討することといたしました。 

 この方針による施設の劣化状況を踏まえ

た今後５年間の具体的な改修・修繕計画と

しましては、まず、マナビティーセンター

では、陶芸窯の年次的な更新及び玄関スロ

ープ屋根の雨漏り修繕を実施します。 

 なお、玄関スロープ屋根修繕について

は、雪解けや強風時など、発生時期が限定

的なため、原因を特定し、修繕方法を早期

に検討してまいります。 

 図書館につきましては、老朽化が進み、

施設機能も不足しており、現在、新たな図

書館整備に向けた検討を進めております。

令和４年度に図書館整備基本計画を策定

し、令和６年度までに建築基本設計及び実

施設計の決定まで進めたい考えではありま

すが、具体的な着工時期及び完成時期につ

いては、町全体の公共施設の整備状況を勘

案しながら検討してまいります。 

 博物館では、劣化の激しい屋根及び外壁

等の修繕を令和７年度までの計画で年次的

に進めるとともに、冷暖房設備等の定期的

な部品交換修繕等を予定しております。 

 また、館内設備では、順次、非常照明や

床誘導灯のＬＥＤ化、トイレの洗浄便座化

により、来館者の安全確保と利用環境の整

備を進め、展示資料の盗難防止のため、防

犯カメラ修繕を実施いたします。 
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 町民会館びほーるは、令和４年度にびほ

ーる客席の非常用照明交換修繕を行うほ

か、予防的修繕として、屋上防水塗装修繕

を令和５年度までの２か年で計画しており

ます。建築後１０年が経過し、舞台床の研

磨やつりものワイヤーの交換修繕などが必

要となりますので、計画的に進めてまいり

ます。 

 次に、体育施設について、トレーニング

センターは、耐震不足が指摘されているト

レーニングルームの自立壁の耐震補強や旧

ボイラー煙突の撤去等と併せて改修を計画

しており、今後、改修内容の精査を行って

まいります。そのほかに、スポーツセンタ

ー電気設備の改修及び低濃度ＰＣＢ含有の

変圧器交換修繕、あさひ体育センター及び

Ｂ＆Ｇ海洋センターの照明ＬＥＤ化並びに

あさひ体育センター煙突断熱材撤去工事な

どを計画しております。 

 また、学校給食センターでは、経年劣化

を見越した大型調理機械の年次的な更新を

計画しております。 

 以上の修繕・改修などを計画に基づき進

めてまいりますが、計画外であっても、緊

急性が高いと判断したものについては臨機

応変に対応し、町民の皆様が安全・安心に

施設を利用いただけるよう努めてまいりま

す。 

 以上、お答えいたしました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） それでは、順番

に再質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 最初に、種イモ農家に対する支援であり

ますけれども、私は、美幌町馬鈴薯採種組

合長さんにお話を伺いました。その中で、

現在、美幌町の種イモについては、福住・

豊富地区の１０戸の農家が全体でつくられ

ているということで、約７３ヘクタールを

耕作しており、その中で、ジャガイモシス

トセンチュウやウイルス病などに対する農

薬による消毒や植物防疫法に基づく病株の

抜取り作業等の病害虫対策等に通常のイモ

より手間が２倍かかる作業から、人の確保

ができなく、近年、種イモ農家をやめてい

く農家が増加していると話されていまし

た。 

 また、以前は共同作業でしていました

が、１０戸の農家のうち、７戸の農家が個

人で収穫しているとのことです。 

 さらに、昨年は、過去に例を見ない高温

少雨に見舞われ、降水量が本当に少なかっ

た影響で、規格内の収量は平年を下回り、

種イモ不足から規格外のイモで種イモを使

用しなければならない状況ということも話

されていました。 

 美幌町では、町内の農家約１６０戸が種

イモを利用していますが、先ほど申し上げ

ましたとおり、畑作の輪作の問題、防疫検

査のための病株の抜取り技術や人手不足等

の問題があり、新規耕作者は難しい状況に

あると思われます。 

 このようなことから、当面、現在の種イ

モ耕作面積を減らさないようしっかりと農

家を守らなければならないと私は考えま

す。そのためにも、ジャガイモシストセン

チュウやウイルス病などに対する農薬に一

部補助している一般農作物原・採種圃の設

置事業のバレイショに対する補助単価を見

直し、現在の種イモ農家を守るべきと考え

ます。 

 御答弁で、一般農作物原・採種圃設置事

業は継続するとのことですが、現在の原種

圃のバレイショの１０アール当たり１,９０

０円、採種圃１０アール当たり７５０円の

算定根拠及び現在の補助単価はいつからな

のか、お聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（田中三智雄君） ただい

まの件でありますけれども、確認できる中

では、１０年以上は現在の原種圃でいくと

１０アール当たり１,９００円、採種圃でい
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きますと１０アール当たり７５０円の単価

で来ていることを確認しております。 

 この補助単価の具体的な算定につきまし

ては、各かかる病原の部分の防除費用、あ

とは、労賃などの部分を全体的に見た中で

計算しているということで、今、はっきり

こういう計算でという数値は分かりませ

ん。御了解願えればと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） １０年以上は現

在の単価でやっているということで、経費

については、具体的なことについては分か

らないけれども、町単独ではなくて、農協

も一部補助していると思うのですが、農協

の割合はどんなふうになっていますか。分

かれば教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（田中三智雄君） 今おっ

しゃられたとおり、ＪＡからも補助をして

いるということで、同じように１０アール

当たり幾らという形で補助しているという

ことになっております。 

 具体的な数値については確認しておりま

せんので、御了解願えればと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 状況については

分かりました。 

 私もＪＡの購買部から状況を聞いてきま

したけれども、農協も出されているという

ことです。 

 そこで、先ほど田中課長からも御答弁が

ありましたけれども、種イモ農家にとって

一番大切なのは、ジャガイモシストセンチ

ュウやウイルス病など、やはり農薬の病害

虫対策の負担がかなり大きく、原種圃及び

採種圃の現在の補助単価では種イモ農家に

とっては大変厳しい状況にあると私は思い

ます。 

 そこで、町長に伺います。 

 １０年以上続いているということで、要

綱ができたのが平成２年４月１日で、それ

以前はどうなのか分かりませんけれども、

農薬の肥料代などが上がっている中で、や

はり原種圃、採種圃に対する補助単価を見

直し、アップをすべきと考えますが、町長

の考え方を伺いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、御質問で、算

出根拠ということでお聞きいただきました

けれども、その算出根拠が明確にあるとす

るならばというより、あるのであれば、そ

れがその時代とともに変わるものを使って

いる、言うならば、単価を使っているとい

うことであれば、そのときそのとき、１０

年間、何も見直しをしていないということ

であります。１０年間見直しというより

も、同じ単価ということでありますので、

その根拠に基づいて再計算するとか、そう

いう作業は必要かなと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） ぜひ、算出根拠

を具体的に調査した中で、今、町長から御

答弁がありましたけれども、検討してみて

いただきたいと思います。 

 そこで、答弁の中で、事業実施主体のＪ

Ａびほろとは、毎年、現状や翌年の作付見

込み、補助内容について意見交換をしてお

り、その中で課題等を整理しながら対応し

てきているとのことですが、具体的にその

意見交換の中で、課題等の整理についてど

んなものがあって、具体的にどのように対

応されたのか、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（田中三智雄君） ただい

まの件でありますけれども、例年９月下旬

に意見交換をＪＡさんとさせていただいて

いるのですが、やはり出てくるのは、馬場

議員からも御指摘があるところで、播種時

の手作業、あるいは、防除回数が食用に比

べて多いとか、病株の抜取りの作業の負担

があるとか、そういう作業負担があるとい
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うことが課題、問題点ということで出てき

ております。 

 ただ、それを実際にどのように解決でき

るかというところでは、例えば、機械の導

入ということで、今はいろいろないい機械

がでてきておりますので、この機械でどう

にかできないかという話が出てきたりして

いるのですけれども、なかなか一朝一夕に

解決できるものが出てきていないというの

が現状になっております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今、田中課長が

答弁された内容については分かりました。 

 その中で、私が質問している補助単価の

見直し等を含めて、そういう話は出なかっ

たのかどうか、お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（田中三智雄君） 補助単

価の見直しについては、具体的なものは意

見交換の中では出ておりません。当然、１

０年以上も金額が変わっておりませんの

で、そういう部分はＪＡさんも思っている

と思いますけれども、それ以上に、今のと

ころ、作業負担が大きいという話が課題と

して挙がっている状況になっております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 先ほども申し上

げましたけれども、採種組合の組合長のお

話を聞くと、やはり人手の問題が非常に大

きな課題になっていると話されていました

ので、ここの部分だけではないと思うので

すけれども、その対応についてはＪＡとし

っかり協議しながらやっていただきたいと

思います。 

 今後の将来的な種イモ確保について御質

問いたします。 

 答弁で、ＪＡびほろなどの関係機関と十

分連携し、適切な圃場管理や労働負担軽減

などについて、現状分析や問題点の協議を

行い、引き続き種イモ確保に努めるとのこ

とですが、私は、今後、将来的な種イモ確

保については、美幌町だけの問題ではなく

て、近隣町村を含めた広域的な取組も必要

と考えますが、町として、今の種イモ確保

対策についてどのように考えているのか、

伺います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 議員がおっしゃる

とおり、種イモを確保するというのは大事

なことでもありますし、私ども町長、副町

長、教育長と農協の三役で定期的に協議し

ている中において、種イモの確保について

の話が出ておりますが、やはり種イモ農家

戸数というよりも、面積をどうやって増や

せるか、量をどう確保するかという問題で

す。 

 広域的に考えることも大切だと思うので

すけれども、やはり、シストセンチュウな

どは、美幌の農家の方が努力していただい

て、そういう中では何とか守られているの

です。 

 例えば、他とそういう話ができるかどう

かについては、先ほど、議員が会長と組合

長にいろいろ意見を聞いてきているという

話ですから、組合の方とか農協を含めた中

で、そのことも含めて協議したいと思いま

す。一方的に、他のまちもとか、確保をど

うするかという話はできるのでしょうけれ

ども、何せ今、美幌の種イモを、農家に提

供する量をどうやって維持するかというこ

とで皆さんは頭を悩ませていますし、私ど

もも、先ほど言ったように、今の問題点を

いろいろ拾い出しています。 

 そして、今、町としてできること、例え

ば、労働力を軽減するために機械を導入す

るとか、そういうことは今もやっています

し、病株をどう見つけるかという辺りも、

またすごく大変だと思うのです。 

 これを、今で言うＩＣＴなどの技術で、

そういうものを見つけられるようなものが

開発されるのかとか、そういうことは関係

者の方とはしっかり話す必要があると思っ
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ております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 先ほども申し上

げましたとおり、このままの状況で行け

ば、美幌の種イモ農家さんが、美幌の１６

０戸の農家の方が種イモを確保できないと

いう状況になりますので、町長が言われた

とおり、町長自らそういった認識をされる

中で、やはりＪＡびほろとしっかり連携を

取りながら、この対策についてはしっかり

進めていただきたいと思います。 

 次に、２点目のまちなか賑わい整備につ

いて、何点か御質問させていただきます。 

 令和４年度の町政執行方針で町長は、体

験型、滞留型及び滞在型観光の促進が長年

の課題である。国道２４３号を基軸に、美

幌の観光を観光産業として商品化し、通過

型観光からの脱却を目指すとともに、宿泊

施設の誘致に向け、積極的な取組を進める

とあります。 

 私は、昨年の１２月の定例会で、宿泊施

設の誘致について一般質問しました。その

中で、ホテル誘致の具体的な取組として、

商工会議所、観光物産協会、まちづくり協

議会に、ＪＡびほろ、森林組合、自治会連

合会、町内の企業等を加えた宿泊施設の誘

致に向けた組織をつくり、オール美幌とし

て取り組み、誘致活動をすべきではないか

の質問に対し、町長から、今の段階ではそ

こまで考えていませんとの答弁をされまし

たが、ここで、これまで具体的な宿泊施設

の誘致について、具体的にはどのように取

り組まれているのか、公表できるものがあ

れば伺いたいと思います。お願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 全体で誘致する相

手がここの業者とか、そういうふうにはっ

きりするのであれば、今言ったようにオー

ル美幌で組織して何とか来ていただけない

でしょうかということは可能なのかと思っ

ています。 

 ただ、相手方がどこという部分でいけ

ば、なかなかこういう状況においては、そ

ういう組織をつくったとしても、動きとし

ては逆に大変な部分があるので、私とすれ

ば、御質問をいただいた時点においては、

あえてそういう組織をつくる考えはないと

いうふうに答弁したと思っております。 

 今の状況の中で、正直言って、公表でき

るものはないというか、美幌に興味を持っ

ていただいているところもあるのですが、

実はここですとか、これは交渉事でありま

すので、言えない部分があります。 

 ただ、もう来てもいいですよというとこ

ろがあるかどうかに対しては、そういう業

者については、今のところは表明をしてい

ただけるようなところはまだないというの

が今の実態です。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長、ちょっと

分からないのですけれども、具体的に宿泊

施設誘致に向けてどういう感じでアタック

というか、それをやられているのか。例え

ば、町長自らが企業を見つけて、そういう

ことをやられているのか、それとも、役場

全体で関係部局と関係機関と打合せをする

中でそういうことをやられているのか、そ

こが見えないのですけれども、具体的にど

この業者とは言わなくても、取り組む姿勢

で、私はオール美幌と言ったのですが、町

長として、現在どういうふうに取り組まれ

ているのか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） どういう形で進め

ているかということでございますけれど

も、今、私に関わっている方、例えば会議

所の方々であれば会議所の皆さんに、こう

いう思いでいますので、情報があればと私

に関わる方には皆さんに言って歩いており

ます。 



－ 106 － 

 ですから、自分が札幌に出ることがあれ

ば、札幌で会った方々にこういう思いがあ

りますとか、可能性として、少しでも早く

美幌町ではそういう宿泊施設が欲しいのだ

ということを自分が接する皆さんには伝え

ております。 

 その思いとしては、一日も早くというこ

とで、何か情報があれば教えていただきた

いというお願いをしているというのが今の

私がやっている手法であります。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長の意気込み

は分かりました。一日も早く宿泊施設が誘

致できればなと私も思っているところであ

ります。 

 次の質問に移りますけれども、近年で

は、モータリゼーションの進展、消費者の

ライフスタイルの変化等の背景に、中心市

街地における居住人口が減少し、空き店舗

の増加などをはじめとする商業機能の低下

など、中心市街地の空洞化が深刻化してい

ます。 

 具体的には、総務省の経済センサス基礎

調査によりますと、美幌町の事業者総数

は、昭和５６年に１,２５０あった事業所

が、令和元年には８７４事業所と、４０年

間で３０％減少しています。 

 このような状況で、町長は、令和４年度

の町政執行方針において、地元企業の育成

と本町の優位性を生かした企業誘致活動を

推進し、雇用の安定と創出に努めるとあ

り、取り組まれることや昨年の９月定例会

において、宿泊施設に関して、上杉議員の

一般質問で、宿泊施設誘致条例の制定につ

いて質問がありました。 

 このようなことから、まちなか賑わい施

設整備のため、私の一つの提案として、新

たに宿泊施設の誘致条例をつくるのではな

くて、現在ある美幌町の中小企業振興条例

に、宿泊施設を含めた町内外からの企業誘

致に対する補助金を追加するなどをして、

中小企業振興条例の補助制度を見直すべき

と考えますが、町長の考え方をお伺いしま

す。 

 なお、町長は御存じだと思いますけれど

も、そのようなことは隣の大空町もやられ

ている状況にありますので、町長の考え方

をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先に宿泊施設を誘

致するための条例の制定、要は既存の条例

に付け加えてというお話からさせていただ

きますと、基本的には、上杉議員のときに

もお話しさせていただきましたけれども、

既存の条例にそれを加えた条例改正をする

という考えはまだ持っておりません。考え

方としては、やはり別につくるほうがいい

のかなという気持ちは今も変わっておりま

せん。 

 また、それをつくる時期ですけれども、

もう少し相手方が見えてきている状態で考

えさせていただきたいと思うのです。 

 今、馬場議員が言ったように、また上杉

議員からも指摘があったように、現在の条

例を直してつくることで、Ａ業者、Ｂ業者

とたくさん来るとは思ってはいないのです

けれども、今、町が意図するというか、私

が皆様に言っているのは、単純にビジネス

ホテルというよりも、シティホテルという

言葉がいいかどうかは別としても、今回言

っていただいているようなホテルを私も希

望しております。 

 ただ、そのときには、当然、皆さんと相

談して、何らかの町の支援も考えなければ

いけないという場合に、取りあえず支援の

内容を示して、誰でもいいから来てくださ

いということまでは考えていないというの

が正直な気持ちです。 

 ですから、ある意味では、その辺の見通

しを早く立てた中で、今、他でつくってい

るような形式といいますか、流れは同じの

ものなので、そういう形ができたときに、

タイミングを見て、やっぱり皆さんといろ
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いろ相談する必要性があるのかなと思って

います。 

 ですから、既存の条例を直してという部

分では、今でも考えていないのが状況であ

ります。 

 まちなかの部分において、やはり賑わい

というよりも、賑わいとは何なのだという

論議もあるのですけれども、今の形の中で

いけば、集客というか、他から人が来ても

らうようなことをターゲットと考える部分

の考え方のほうが分かりやすいかなと。そ

ういう意味では、馬場議員が言っているよ

うな何か核となるようなもの、ホテル、そ

れから、そういう人を集客するようなもの

を複合的にという考えはずっと持ってはい

たのですが、つい最近、それをやるとする

ならば、全部民間がやってくれるのなら早

いかもしれませんけれども、行政が関わっ

てというなら時間がかかるので、今は内部

でも話して、来てくれる宿泊施設があるの

であれば、それをまずはウエルカムで受け

入れる体制と、あと、町の思いをどこまで

伝えられるかという作業をやりましょうと

いう話をさせていただいております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 宿泊施設の誘致

について、町長は、中小企業振興条例を改

正するのではなくて、別に考えたいという

ことは分かりました。 

 しかし、私が言いたかったのは、宿泊施

設もあるのですけれども、宿泊施設以外

の、例えば町外から来たときに、既存の中

小振興条例では対応できない部分があると

思います。そういった部分を含めて、先ほ

ど、事業者総数が４０年間で３０％減少し

ているという中で、宿泊施設等を含めたと

いう言い方はしました。ちょっと説明が悪

かったのですが、全般的な、私も当時担当

しましたけれども、当時からの課題であり

ました中小企業振興条例の見直しの時期に

は来ているのではないかと思いますので、

再度、町長の考え方を伺います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 大変失礼しまし

た。 

 ホテルを誘致するという形において、今

の条例を直してという意味では、そこまで

は考えていないです。ただ、今おっしゃっ

たように、今の条例の中でいけば、業種が

偏ったり、これから来ようとしている、実

際に進みつつある業種でいけば、例えば、

運送業とか、倉庫業とか、近隣できちんと

誘致する物件が幅広くなってきています。

そういう意味では、その条例を根本的に、

当時つくったときに、今となって、これは

どういう経過でつくられたのかというのが

分からないものがあるので、早期に見直し

て、皆さんに相談しながら、今の時代に即

した支援ができるような体制づくりの条例

に直すように担当に指示は出しておりま

す。 

 これはしっかり直したい、見直して改正

していきたいと考えておりますので、御理

解をよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長の思いは分

かりました。 

 次に、昨年１２月定例会で私がした宿泊

施設誘致の複合施設の質問の中で、町長は

道の駅の話をされました。道の駅のことに

ついて、最初の質問でも言いましたけれど

も、ぐるっとパノラマ美幌峠は、道内の道

の駅スタンプラリー２０１９年度で、景色

がきれいな駅６年連続１位となりました。 

 また、美幌峠レストハウスは、改修工事

をして、今春にもリニューアルオープンが

され、ぐるっとパノラマ美幌峠の魅力化に

つながると期待されています。 

 このようなことから、先ほど町長は複合

施設と言いましたけれども、昨日の戸澤議

員の一般質問にもありました美幌町の市街

地に第２の道の駅について、町長の考え方
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を伺います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 第２の道の駅にな

るかどうかは別として、集客をする、人が

そこに集まってくれる施設を何かつくる必

要があるとは強く思っています。 

 私が町長になってからつい最近まで皆さ

んにお話をしていたのは、複合化、民間が

来てくれないのであれば、町がそういう施

設をつくって、その上にホテルを誘致して

載せるとか、そういうことも考えておりま

した。先ほどの繰り返しになりますけれど

も、ホテルについては、一日でも早く欲し

いということで、これはこれで可能であれ

ば、別個にきちんと来ていただくような努

力をしていきたいのです。 

 ある意味では、町の賑わいというか、私

の言う賑わいというのは、皆さんが出て歩

いて、まち並みが賑わっていくという一つ

のやり方があるのです。商店街を充実させ

てということですが、それは今はなかなか

難しいと考えています。 

 そうなると、集客できる何かの施設をつ

くって、その施設に人が来る、それはター

ゲットを決めなければいけないのですけれ

ども、来る人によって周りの商店が潤うと

いうやり方です。昔、郊外に大店舗が来た

ときに、そういうやり方を商店の方々は非

常に反対した経過があります。 

 ただ、今となれば、そういう方式を取ら

ない限り、個々のお店がという点では難し

いと考えておりますので、もしそれが可能

であれば、町が関わる中でということはこ

れからいろいろな制度を早急に調べて、

今、予定しているものをもう少し詰めた中

で、そういうものができるかできないかの

判断をしていきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） この質問で最後

になりますけれども、再度、町長にお伺い

したいと思います。 

 繰り返しになると思いますけれども、私

は、昨年１２月の定例会で、宿泊施設の誘

致に関する一般質問をして、町長は、人が

集まるものを複合として、町の施設として

建てられるか、また、１階を複合的につく

って、上に畳んで積むことで建築コストも

下がりますと答弁されております。 

 また、今回の答弁で、複合施設のまちな

か賑わい整備について、選択肢の一つであ

るとも答弁されております。 

 この中で、先ほど、町長自らいろいろな

部分でホテル誘致をしていますが、第２の

道の駅やコミュニティー施設、あるいは、

図書館等の公共施設を含めた複合的なまち

なか賑わい整備に、関係団体、やはり民間

の力の協力を得ながら今も取り組んでいる

と思いますけれども、一日も早く実現する

よう対応すべきと考えますが、再度、町長

の考え方を伺います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 前に馬場議員に答

弁した複合の在り方において、言うならば

建物の上にホテル等を誘致するという考え

は、今は持っておりません。ですから、当

時言ったことの考え方は訂正させていただ

きたい、方針の変更をさせていただきたい

と思います。 

 その理由としては、宿泊施設を一日でも

早く欲しいということです。ですから、ホ

テルはホテルで来てもらう努力をする反

面、先ほど言った賑わいという人が集まっ

てくれる施設については、複合的な考え方

で、何か一つぽつんと建てるよりも、民間

の力も借りたり、これから町がいろいろ考

えている施設と組み合わせて何かできない

かという意味での複合ということに対して

は、その考えは今も変わっておりませんの

で、そういうふうに捉えていただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） ぜひ、町長の思
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いが一日でも早く実現するよう私としても

応援していきたいと思っております。 

 最後に、３点目です。 

 美幌町社会教育施設等長寿命化計画につ

いて、御答弁で分かりました。 

 そこで、１点だけ、図書館について、令

和４年に図書館整備基本計画を策定しとい

うことで御答弁をいただきました。 

 町政執行方針でも近く基本構想がまとま

る予定で、新年度、基本計画の策定を進め

るとのことですが、令和４年度の当初予算

に図書館整備基本計画の予算計上がないの

ですが、具体的にどのように対応されるの

か、伺います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまのお尋

ねでございますが、現在、基本構想を１２

人の図書館整備検討委員会の委員の御意見

をいただきながら策定しているところでご

ざいます。 

 令和４年度の基本計画についても、基本

的に整備検討委員会の委員と意見を交えな

がら策定を考えているところでございます

ので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 検討委員会の中

でつくられることについては理解しまし

た。最後に、教育長、長寿命化計画を見ま

した。その中で、実施計画と今回答弁をい

ただいた内容と若干違っているところがあ

るように思います。 

 このようなことから、社会教育施設等長

寿命化計画の実施計画においては、５年間

というのがありますけれども、毎年施設の

点検をして見直しすべきと考えますが、教

育長の考え方を伺います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 議員がおっしゃ

るように、常に皆で現場の点検等を行った

中で、この長寿命化計画についても、適

宜、進行管理していって、必要があれば見

直しをしていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 私の質問はこれ

で終わります。 

○議長（大原 昇君） これで、１３番馬

場博美さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１４時２０分といたします。 

午後 ２時 ７分 休憩 

─────────────────── 

午後 ２時２０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 ６番伊藤伸司さん。 

○６番（伊藤伸司君）〔登壇〕 それで

は、通告に従い質問させていただきます。 

 １、町長のマニフェストについて。 

 平野町長は、平成３１年４月、町長選に

おいて当選され、これまで町政を３年間担

ってこられましたが、令和２年からの新型

コロナウイルス感染症が猛威を振るい始

め、全国規模の災害とも言える社会現象が

続いております。そのような中でも町政を

停滞させるわけにはいきません。町長は、

行政経験を生かして手腕を発揮していると

思いますが、３年間を振り返り、選挙公約

であるマニフェストの達成に向けて、いか

に進めていくのかをお伺いいたします。 

 二つ目、道立高校の支援について。 

 道立美幌高校への支援の現状と拡充につ

いて。 

 令和３年９月、北海道教育委員会は、令

和４年度から６年度における公立高等学校

配置計画案を発表し、美幌高校において

は、令和５年度より、農業科２学級を１学

級とし、未来農業科に再編すると公表いた

しました。 

 また、普通科２間口においても検討する
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ことになっており、間口削減が危惧されて

いることから、美幌町として支援の拡充を

していくのかをお伺いいたします。答弁を

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 伊藤議員

の御質問に答弁いたします。 

 なお、道立美幌高校の支援につきまして

は、教育長から答弁いたします。 

 町長マニフェストについてですが、行政

の執行に当たりましては、新型コロナウイ

ルス感染症対策を最優先として、町民の皆

様の命と健康を守ることを第一に万全を期

して取り組みながら、第６期美幌町総合計

画、町長の重点施策に掲げる事業を停滞さ

せることなく、着実に推進しているところ

であります。 

 その中で、選挙公約である町長の重点施

策については、美幌の活力を高め、次代に

つなげるまちづくりの実現のため、特に、

子育て支援、教育、福祉の充実を図りなが

ら、３歳から５歳までの幼稚園、保育園に

おける給食費の無償化など、４２の施策を

掲げて取り組んでおります。このうち、３

６の施策は既に実施しており、事業効果を

高めるためにも、継続的かつ着実に推進し

てまいります。特に、学校運営協議会によ

る学校運営など、教育の充実については、

初年度から重点的に取り組んできました。 

 また、現在未実施となっている六つの施

策は、新年度において取り組む予定であ

り、中でも、宿泊施設の誘致については、

最優先課題として全力で取り組んでいく考

えであります。 

 任期中の最後の本格予算となる令和４年

度を迎えるに当たっては、町長の重点施策

の推進に加えて、移住相談拠点の整備を通

じた移住促進と関係人口の創出により、事

業間の連携や相乗効果と、継続性及び発展

性のある事業を展開し、ひとがつながる、

みらいへつなげる施策を着実に実行してま

いりたいと考えておりますので、御理解を

賜りますようお願いいたします。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 伊藤議

員の御質問にお答えいたします。 

 美幌高等学校への支援につきましては、

多様な教育機会の充実と、今後も生徒が安

心して地元の高等学校へ進学できるよう、

間口対策補助金をはじめとして、寄宿舎運

営費や生徒募集経費、学習環境整備や魅力

発信事業への補助、さらには、タブレット

端末の貸与など、美幌高等学校教育振興対

策協議会と連携した中で、様々な取組を実

施してまいりました。 

 しかしながら、昨年９月の公立高等学校

配置計画では、令和５年度から１学級を減

とし、生産環境科学科及び地域資源応用科

を未来農業科に学科転換するとされてお

り、非常に残念な思いであります。 

 また、これまでの入学者の状況や令和４

年度の出願状況、今後、中学卒業者数の減

少が続くことから、普通科にも学級減の危

機が迫っていると言わざるを得ないため、

令和４年度も支援を継続してまいります。 

 具体的には、令和３年度に実施しました

支援に加えて、道外生徒の帰省費補助、外

部アドバイザーによる魅力化のサポート、

オンライン学習利用料補助の１年生への拡

大を実施していく予定であります。 

 生徒確保のためには、何より美幌高等学

校を生徒・保護者に知ってもらい、魅力の

ある学校にすることが必要不可欠でありま

す。美幌高等学校を先頭に、美幌高等学校

教育振興対策協議会、町が連携し、一丸と

なった取組を進め、一人でも多くの入学者

の確保により町内唯一の高等学校が存続、

発展できるよう努めてまいります。 

 以上、お答え申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 



－ 111 － 

○６番（伊藤伸司君） それでは、答弁を

いただきましたので、再質問をさせていた

だきます。 

 平野町長は、就任以来、コロナ対策を含

め、近々の課題を抱えながら、４２の重点

施策を挙げ、３６の事業を実施したとあり

ます。その３６の事業について、まだ３年

間ではございますが、実施したとあり、そ

れについてどういう評価になっているのか

をお伺いしたいのですが、よろしいでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 自己評価でありま

すけれども、施策の実施については、バラ

ンスよく実施しているのかなと思っており

ます。 

 特徴あるものも判断してきましたけれど

も、当時、町長に立つときに、全体的にバ

ランスを見ていろいろ考えたこともあっ

て、全体的にはバランスよく実施しており

ますし、やり始めて、今後、それがどうい

うふうになっていくかという評価や修正は

これからしなければいけないのかなと思っ

ております。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 町長がそういうふ

うに評価したということで、私は自分自身

で町長の施策の評価にはまだ取り組んでお

りませんけれども、４２の施策のうち３６

を実施したということですが、平野町長に

なって初めての施策というか、以前から美

幌町として取り組んでいたものはなかった

のか、それをお伺いしたいのです。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回の答弁の中で

もお話ししましたけれども、私は、前任で

教育長をさせていただいたということもあ

って、教育については、特に学校の運営の

仕方、地域でしっかり関わって学校運営を

するということについては、ある意味では

私の公約の大きいものだと思っています

し、結果的に広い意味でいけば、子育てと

いうことをしっかり挙げていたのですけれ

ども、幼稚園とか保育所が無料化になった

ことによって、給食費を負担しなければい

けないということについては、これも大き

な判断をして皆様にも御賛同をいただいた

ということであります。 

 似たような形でいけば、給食費の多子世

帯に対する支援も一つの方法かなと思って

います。 

 子供たちの部分に関しては、新年度も含

めて、将来に向けて才能のある子という

か、スポーツとか文化面で秀でる可能性が

ある子供たちをしっかり応援したいという

施策も新たなものかなと思っていまして、

あとは、どちらかというと今までの拡充と

いう考えであると思っております。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） それでは、取り組

んだ施策ではなくて、未実施の六つの施策

について、令和４年度には行いたいという

答弁でしたけれども、どのように進めてい

くのか、具体的なものがあればお伺いした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 未実施のものが６

点あると答弁させていただいております。 

 その中で、全てお金がかかるという施策

ではないものもあります。例えば、地域に

おける見守り体制の充実ということで、こ

れは何を言っているかというと、独り暮ら

しの高齢者や買物に行けない人のサポート

をどうするかという話です。これは、今、

自治会の方々とか、社会福祉協議会でやっ

ていただいているボランティアの拡張とい

うか、ポイント制の中でこれは広げていけ

ると思っていますし、今もこういうものは

全くやられていないということではなく

て、本当に近所の方々がそれなりにしっか

り地域で応援していただいているという認

識を持っております。 
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 あとは、例えば、美幌ふるさと会の充

実、会員制による販売拡大です。この辺

は、従来、東京美幌会とかさっぽろ美幌会

との関わり方をもうちょっと密にしてほし

いというか、ある意味では、今回の選挙の

ときにお話をしていて、ふだん言っている

美幌に関わる、交流人口よりもちょっとタ

イプが違う関係人口を増やしたいという意

味では、この辺はお金がかかるというよ

り、ふだんの関わり方をしっかりやってほ

しいという形で、これもそんなに難しくな

く進んでいけるのかなと思っています。 

 また、起業家の支援については、プチ起

業とかチャレンジブースというような、お

店をずっと出すということではなくて、何

か一つのきっかけとしてそういうチャンス

をつくる、これは今までもやるように進め

ていますし、別な形であれば、会議所が中

心に、空き地という形で空いているところ

に店頭を用意して、そこがブースで関わっ

ているので、これも流れとしては進んでい

っているのかなと思っています。 

 あとは、ゼロ歳児保育の休日保育の推

進。これは全てというわけではないですけ

れども、できるものを少しずつやっていま

す。 

 最後に、最優先というか、宿泊施設の誘

致は、今回の答弁でも述べさせていただき

ましたけれども、全身全霊、全力で、これ

は少しでも早く私の任期中に形にしなけれ

ばならないと。これは、私の公約の中では

一番大きいものだという認識をしておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 町長の今年度実施

の意見は聞かせていただきました。 

 皆さんは初日から、戸澤議員、馬場議

員、木村議員も、宿泊施設の課題について

は、美幌町民全員が思っていることですの

で、何とか進めていっていただきたいと思

います。 

 ここで、施策を３６やりました。今年度

も六つやります。これから町政においてい

ろいろ進んでいくと思いますけれども、新

型コロナウイルス感染症が猛威を振るい始

めてから、国から感染症対応地方創生臨時

交付金というものが美幌町に交付されまし

た。補正も含めて３回ほどあったのですけ

れど、もしその交付金がなかった場合、町

単独でやったものがあったのかどうか。対

策交付金が来たからやったのか、もともと

やる気があったからやったのかと言うと語

弊がありますけれども、その辺の対応をお

伺いしたいのですが。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 町民の皆様の命と

健康を守るということを基本として、併せ

て、この地域の経済対策という意味では、

臨時交付金をいただいたことによって、皆

さんの御意見を聞きながらいろいろなこと

ができたというのも事実であります。 

 当然、全てがそのお金だけということで

はなくて、単費も持ち出しておりますの

で、ある意味では、コロナということがス

タートとして、ウィズコロナ、アフターコ

ロナという中での施策は進めていく部分が

あるのかなと思います。 

 中には、ある意味では、お金をいただい

たことによって、将来を見据えて、ここま

で広げてもいいかなということで、一部充

当したものもあるのですけれども、それは

別にコロナでなくても、単費であっても、

私はやるべきことかなと思っていますの

で、交付金が来たから、それに便乗してや

ったという施策は、今のところないと思っ

ております。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 町長の思いとお考

えは分かりました。自分自身も自営業をや

っておりますし、コロナ対応地方創生臨時

交付金を活用して作業を進めたりしており

ますので、その辺に関しては町長の英断に
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感謝するところでございます。 

 次の質問ですけれども、農家戸数を比べ

てみますと、平成元年が７６３戸でありま

す。平成１０年には６００戸、平成２０年

は４４９戸、平成２９年が３８２戸、令和

２年の農業コンセンサスの調査では３６２

戸と、約３０年の間に４７.４％になりまし

た。約半数以下の戸数になりました。 

 それから、就業人口としまして３９.８％

です。そのうちの男性と女性の割合の増減

ですけれども、男性が４２.９％になり、女

性は３６.７％に減りました。これは単なる

数字ですが、結局、結婚できないと言った

ら語弊がありますけれども、１人という農

家がどんどん増えてきております。 

 何を言いたいかというと、コロナ対応交

付金で、ＪＡのコントラ事業に協力をして

いただきましたけれども、今後、年に１０

戸程度ずつ減っていく可能性は出てきてい

ます。これからも、これまでもです。です

から、あと１０年たったら２５０戸になっ

てきます。でも、現実的に、本当の田舎で

はない限り耕作放棄地はなくなりませんの

で、今後、いろんな意味からも所得を確保

するのに面積は増大していきます、１戸当

たりです。 

 その辺で、先ほど農家人口及び男女比の

関係を模していくと、１人農家がどんどん

増えていきます。ということは、作業員が

いなくなってくるということです。だか

ら、トラクターに乗っても後ろには乗って

いないとか、そういう作業状態がどんどん

出てきていまして、そのためにも、コント

ラ事業に補助していただきましたけれど

も、今後、町としてどのような考え方で農

家人口、農家面積を減らさないようにして

いただけるのか、所得の確保をしていただ

くのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） まず、コントラ事

業でありますけれども、今回、交付金で支

援をさせていただきました。これは、国の

農水省の考えとして、コントラ事業に対し

ても支出は可能という通知をいただいたこ

とであります。 

 もともと、私は、選挙公約の中で、農業

に関してはコントラ事業を積極的にやりた

いと述べました。たまたま今回は交付金を

使わせてもらいましたけれども、もし交付

金が来ないとしても、私は単費でもそれは

実施する予定でした。ですから、これから

もコントラ事業についてはきちんと支援す

べきだと私は考えております。 

 その考えの下というのは、今、伊藤議員

がおっしゃったように、労働される方が少

なくなってきたということでいけば、ある

程度機械化できるものは機械化しなければ

いけないというのが一つの発想でありま

す。 

 ですから、当然、スマート農業などは、

ある意味、自分がトラクターに乗らなくて

も、何台かを一緒にコントロールできると

いう時代にもなりつつありますので、そう

いうのはまさにそうだと思いますし、今、

日甜でもビート面積を維持するために大型

化ということで、ドイツから機械を入れ

て、普通より大きいものもできるような形

で実際にやり始めております。 

 そういう意味で、まずは美幌の農業者を

減らさないということも絶対に大事なこと

なのですけれども、この１万ヘクタールの

農地を守っていくほうが大事かなと思いま

す。そのためには、今、農業に関わってい

ただいている方を少しでも減らさないで、

逆に言ったら、１人農家の方にはできるだ

け相手になる方をうまくマッチングさせる

ると。 

 ただ、コロナ禍の中で、みらい農業セン

ターの中で、そういうものを３町とか皆さ

んでやっているのですけれども、なかなか

マッチングをする機会ができていないのが

残念かなと思っています。これがなけれ

ば、まだまだ出会いの機会をつくることが

できるのかなと思っています。 
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 あとは、全てが個人経営というより、法

人化になったときに、私の初め頃は、青色

申告をお願いして、今は法人化にすること

において、そこに関わってもらうというこ

とも大事です。その法人というのは、どう

も家族と考えてしまうところがあるのです

が、そうではなくて、実際に美幌でも、御

存じのとおり、都会から若者にそこに関わ

ってもらって仕事としてやられている農家

もあります。そういう形で、少しでも農家

の方々の減少を抑える努力も、お金だけと

いうことではなくて、本当に関わる方々

と、何が実効性があってやっていけるかと

いうことに対して真剣にやる必要があると

思っております。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 美幌町は、みらい

農業センターを活用して農業者を支援させ

ていただき、また、新規就農者を増やすと

いうか、就農させていただくというすばら

しい町でございます。他町村に聞いても、

美幌はいいまちだなというのはふだんから

言われています。はっきり言って、地元の

方は、最初の頃は、お荷物だなとか、自分

たちも本当はもうちょっと面積を増やした

かったのにと最初は思っていたのですけれ

ども、戸数減少が急激に増えていくと、ど

うしても自分が手を回せない、設備投資も

今すぐは現実的ではないという部分があり

ますので、最近では、第三者継承といっ

て、身内ではない、全く関係ない人が就農

するとか、孫さんとか甥っ子が就農という

のもだんだん増えてきました。できれば農

地を手離したくないということもあるので

しょうけれども、頑張っているところでご

ざいます。美幌町は、その意味では、農業

に対してはいいまちだなと思います。 

 食料安保と言いますが、現実的に我々個

人個人には分からない部分があるのですけ

れども、いざ何かあったときには物が入っ

てこない、日本みたいに海上封鎖されたら

どこからも入ってこないと。ガソリンの高

騰もそうですけれども、そういうことを含

めましても、食料安保の意味からも、農家

面積、戸数が減るのは仕方ないですから、

そういうことも含めてやっていただきたい

と思います。 

 次に、美幌高校のことで質問をさせてい

ただきます。 

 答弁にありました、外部アドバイザーと

はいかなるものなのか、お伺いしたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（多田敏明君） 外部アド

バイザーにつきましては、元美幌高校の校

長先生でありました方が、美幌高校が現在

苦境に立たされているということもありま

して、お手伝いをしたいという提案があり

ました。 

 美幌高校ともお話しした結果、その方に

令和４年度はお手伝いしていただきまし

て、例えば、生徒募集活動のサポートであ

りますとか、学校評議員のアドバイザーと

して学校評議員会に出席していただくと

か、今年度から実施しております地域内留

学、こちらへのサポートなどを予定してお

ります。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 外部アドバイザー

として、令和４年度からお手伝いをさせて

いただくということで、その方は美幌高校

の稲美校舎のときのラグビーの体育教師

で、その後、美幌高校が統合したときの初

代校長でございます。そのとき私もＰＴＡ

会長をやっていましたので、どういう方か

分かっておりますから、すばらしいかどう

かはこれからの判断でございますので、そ

ういう方々を、本当は今までそういうこと

は思いつかなかったのですけれども、外部

から学校教育の中に、先生方の資質向上

と、魅力ある学校をつくっていただくとい

うことですばらしいのではないかと、今後



－ 115 － 

も期待しておきたいと思います。 

 あと、令和３年度から行っていました地

域みらい留学について、いま一度、どうい

う制度で、どういうことができるのか、結

果として今年はどうだったのか、お伺いし

ます。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁を申し

上げます。 

 今年度から取り組んでおります全国で７

０校から８０校ぐらいの登録している高校

がございまして、こちらは３年間地元にも

来てもらうというようなことで、今回もコ

ロナ禍でオフライン、要は対面はできませ

んでしたけれども、オンラインでいろいろ

学校のホームページもつくりながら取り組

んでおりました。 

 それで、こちらの学校に確認を取りまし

たら、１５０件ほどそういう興味を示した

方がおりまして、学校のパンフレット及び

町勢要覧を送っているということで聞いて

おります。 

 それで、実際に道外から美幌高校に興味

を示した５名の方が今、美幌高校に来て、

農業科ですけれども、この子たちを何とか

獲得したいということで、取り組んだ結

果、数名受験するというのは確認を取って

おります。 

 基本的に、普通科の場合は、道内からし

か入れないのですけれども、道外の場合

は、クラスの５％、４０人ですから２人が

入れるということで、これを何とか拡充し

て農業科を４０人定員いっぱいにしたいと

いう思いでこの事業に取り組んでおりまし

て、令和４年度も引き続き予算計上させて

いただいているところでございます。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） ちょっと分からな

いのですけれども、道外出身者を５％受け

入れられるということで、３年間で６名で

すか、その枠というのは今後増える予定は

ないのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 農業科につき

ましては、道教委で決めている制度でござ

いまして、定員に対して５％、ただし定員

に満たない場合は、それ以上獲得できると

いう取組でございます。ですので、たまた

ま今日受験していますけれども、農業科は

３０人で、今は２学級ありますから、それ

ぞれ生産環境科学と地域資源で２名ずつで

すが、定員に満たなければもっと獲得でき

るという制度でございます。 

 基本的には道教委で決めているものでご

ざいますので、御理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 地域みらい留学と

いうことで、今後、美幌町という名前も含

めて、道外、全国的に発信できるものも多

いですから、子供たちに通っていただけ

る、また、それに対して寄宿舎等の支援も

拡充していただきたいと思います。 

 次に、令和３年度の卒業生の進路ですけ

れども、大学、専門学校、高専を含めて２

９名でした。また、そのまま就職が３４名

で、そのうち、公務員が自衛隊を含めて１

０名という結果になって、進路は１００％

内定させていただいたということです。 

 そういう観点からも、町内・管内企業の

一定の就業者が確保できる観点からも、高

卒で働く人たち、それから、働く職場があ

るということで、美幌高校の存在がどうし

ても重要であると思います。地域で社会人

を育てる観点からも、大学に行って帰って

くる、専門学校から帰ってくるのも必要な

のでしょうけれども、美幌高校の存続を含

めて、存続まではまだ行っていませんけれ

ども、普通科の間口が減らされるのも見え

てきてしまっています。より町内全体で、

企業も含めて、振興対策協議会だけではな

く、町と一丸となって取組を進めると言っ
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ていますけれども、まだまだそういうソフ

ト的なものが足りないような気がします。 

 ですから、町も企業もお金を出して消耗

戦をすればいいのか、そうではなくて、美

幌高校の魅力をもっともっと引き出して、

魅力によって入学していただくことが重要

なのではないかと思いますので、その辺に

ついて御答弁をお願いします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいま伊藤議

員から高校の魅力化というお話がありまし

たけれども、私どもも全くそのとおりと思

っています。 

 高校は、子供たち、その生徒たちが行き

たくなる学校であり、保護者も行かせたく

なる学校でなければいけないということ

は、常々、対策協議会の中でも皆さんと共

通認識を持っているところでございます。 

 今、伊藤議員から進路、就職のお話があ

りましたけれども、おかげさまで、対策協

議会、オール美幌体制で構築しております

が、この協議会に参画している企業が中心

となって、毎年、卒業生を採用いただいて

いるという実績がございます。このことか

らも、オール美幌体制で美幌高校を盛り上

げていこうという思いでやっているところ

でございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） それでは、多分最

後になると思うのですが、令和４年度の予

算について、美幌町奨学金条例の改正及び

奨学金返還金支援制度の創設ということが

ありましたけれども、貸付上限額が、高等

学校の場合、改正前が９,０００円、改正後

は月２万円、高専、専修学校生及び大学生

が月２万５,０００円から月４万５,０００

円です。この金額についてはいいと思いま

すし、償還期限も１０年から１５年に延長

されたということで、よろしいのではない

かと思います。 

 お伺いしたいのは、今までの改正前で、

どれぐらい借りている人がいたのでしょう

か。借りる方が少ないから、環境を整える

目的で改正を行うと書いてあるのですけれ

ども、その辺をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁を申し

上げます。 

 奨学金の貸付けだと思いますけれども、

毎年１名から２名の貸付けがございます。

基本的にこれまでの貸付けの金額は若干低

かったものですから、ほかの奨学金を借り

て、不足分を借りたいという方がほとんど

でした。これを現状に合わせて借りやすい

ようにするということで、今回、金額を上

げさせてもらったということでございま

す。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 金額と償還期間に

ついては分かりました。随時、ＰＲを含め

まして活用していただきたいと思います。 

 次に、奨学金返還金支援制度の創設とい

うことで、特定の条件を満たして修了した

者に対し、奨学金償還額の一部も支援する

ことにより、人材の確保と定住促進を図る

ということで、大まかに六つの条件がある

のですが、その３番に、保育士、幼稚園教

諭、介護従事者及び医療従事者の資格を有

し、新たに町内事業所等に常勤雇用され、

今後１年以上継続して就労する見込みの者

ということです。この条件は厳しくないで

すか。この対象の職業でないと返還支援は

できないということでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 新年度予算で

計上している内容でございます。 

 まず、恒常的に不足している業種、エッ

センシャルワーカーのうち、ただいまおっ

しゃられました４業種を、命に関わるもの

ですとか、保育ですとか、まずはそちらを

先行して取り組みたいというものでござい
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ます。今後、状況を見まして業種の拡大も

考えておりますが、エッセンシャルワーカ

ーでもその方たちが特に不足しております

ので、そこに取り組みたいということでご

ざいます。御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 自分が思うに、一

般企業というか、就業者も、こういう支援

金がいただければ、美幌にどんどん就職し

ていただける、また、帰ってこれるという

ことも考えられるのですが、町長、それは

どうでしょうか。 

 そういうことであれば、今回の質問は終

わらせていただきますけれども、美幌高校

の支援につきましては、今後ともよろしく

お願いしたいと思っております。 

 以上、終わらせていただきます。 

○議長（大原 昇君） これで、６番伊藤

伸司さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１５時１５分といたします。 

午後 ３時 ２分 休憩 

─────────────────── 

午後 ３時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君）〔登壇〕 それで

は、一般質問に入ります。 

 今日は、大きく４項目、細かく８項目あ

りますので、しっかり時間をかけてやりま

す。 

 まず１項目めは、新型コロナウイルス感

染対策についてです。 

 小さい一つ目は、感染者の発生対応及び

町民への周知についてであります。 

 感染者の発生が多数に上る状況の中、北

海道からは、市町村別に毎週月曜日に前週

件数が公表されています。しかし、これは

あくまでも経過報告であり、感染対策は今

の状況にどう対応するか、これこそが行政

ができる最大の対策と考えます。 

 議会に対して、発生した原因、症状の程

度、治療場所など、感染が広がらない対処

について適宜に報告することはなぜできな

いのか、お聞かせ願いたい。 

 また、町長より、感染者に対しての誹謗

等の行為を防ぐと啓発しているが、感染さ

れていない多くの町民への現況報告は不安

対策につながると考えます。不安対策につ

いて周知することがなぜできないのか、お

聞かせ願いたい。 

 二つ目は、感染予防対策の早期実施につ

いてです。 

 感染対策とは、現況解消のための優先行

為であり、予定している対策について、な

ぜ今すぐ予算執行を行えないのか、お聞か

せ願いたい。 

 三つ目は、町内業者に対する新型コロナ

ウイルス対策感染予防事業支援金の社会福

祉事業者への適用についてです。 

 町内支援金対象者の職種については、事

業登録している業者もしくは職務遂行で雇

用している業者であるべきと考えます。そ

のことを踏まえて伺いますが、なぜ社会福

祉事業者はこの対象とならないのか、ま

た、どのような職種であっても雇用を守る

ことこそが町長に課せられた役割だと思い

ます。町長のお考えをお聞かせ願いたい。 

 ２項目めは、コロナフレイル（コロナ禍

で介護が必要な一歩手前の方が増加してい

る）の確認と対策についてです。 

 小さい一つ目は、外出自粛・待機してい

る町民の日常生活の確認についてです。 

 多くの町民が外出の自粛、待機を促さ

れ、既に２年近く経過しています。それぞ

れの方は多くの方たちとの接触を控えてお

り、日常生活の実態について把握すること

も感染対策として確認すべき行動と考えま

す。現在の対応と、その対策についてお聞
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かせ願いたい。 

 また、フレイルという介護の一歩手前の

体力などの脆弱な方の早期発見が急務と考

えます。コロナ禍において、自宅待機など

の影響によるコロナフレイルは１.５倍にな

っているとの見解も示されています。コロ

ナフレイルの早期発見は、医療、介護の対

策としても重要な要素と考えますが、町長

の考えをお聞かせ願います。 

 二つ目は、コロナ終息後のニューノーマ

ル（新しい日常）への栄養、運動、社会参

加についてです。 

 感染が終息した世界において、マスクの

恒常化やさらなる消毒の励行、人との接触

を減らすなど、物心共にニューノーマル、

新しい日常が始まるとの見解が発表されて

います。 

 そこで、行政の役割として、町民の食生

活での栄養確保、体力減退を防ぐ運動の推

進、人と人の健幸維持のコミュニティーの

場の創設が必要であると考えますが、町長

の考えをお聞かせ願いたい。例えば、こど

も食堂への支援を通じて、高齢者への栄養

食事の提供、新設したサニーセンターへの

無料送迎など、コロナ終息後の生活維持へ

の対策予算確保について急ぐべきと考えま

すが、町長の考えをお聞かせ願いたい。 

 ３項目めは、住みやすく人が集まる基盤

づくりをするまちづくり政策の立地適正化

計画の作成についてです。 

 一つ目は、令和２年９月議会における、

私の一般質問にて、立地適正化計画を策定

する考えはありませんとの答弁からの変更

理由についてであります。 

 立地適正化計画については、美幌町のこ

れからのまちづくりにとって重要な政策と

考え、以前に質問したところ、考えはない

との答弁をいただいています。公共施設、

図書館や交通システムの拡充及び防災まち

づくり等のまちづくり施策である都市計画

マスタープランの改善に向けての国の支援

もある施策であるにもかかわらず、残念な

答弁でありました。 

 その答弁から１年半にわたり、一議員と

して、まちづくりについて、別の手法での

対応調査に多くの時間を費やしてきました

が、立地適正化計画は必要との再認識をし

ています。今回の決定は、美幌町にとって

よい方向に向いたと思いますが、今にな

り、なぜその方針を変更したのか、何がそ

うさせたのか、町長の見解をお聞かせ願い

たい。 

 二つ目は、国が進めている脱炭素先行地

域への公募についてです。 

 環境省では地球温暖化対策として新庁舎

へのネット・ゼロ・エネルギー・ビル認証

を、北海道ではゼロカーボン北海道を推進

していますが、先般、国は、脱炭素先行地

域の公募を始めました。この施行内容は極

めて多くの対策を必要としています。その

多くが、現在、美幌町の取り進めている施

策をさらに拡充することで可能な範囲と考

えます。立地適正化計画でのコンパクト・

プラス・ネットワークも含まれており、行

政のみならず、民間での施策展開も国から

の支援の対象となっています。この脱炭素

先行地域への公募について、町長の見解を

お聞かせ願いたい。 

 ４項目めは、令和４年度予算案の税収見

込み（費用対効果）についてであります。 

 一つ目は、町民の税金を財源としている

観光振興事業と観光イベント推進事業にお

ける費用対効果、税収見込みについてであ

ります。 

 観光推進は、美幌町においても重要課題

と考えます。峠レストハウスにて、長年に

わたり観光を後押ししていた地元企業が撤

退することとなり、観光事業者が一つ縮小

します。観光からの美幌町への税収はかな

り減少します。 

 令和４年度の観光推進に関する事業予算

では、今まで以上の施策を予定しています

が、観光予算による収益事業として、町税

執行の費用対効果はどのようなものか、お
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聞かせ願いたい。 

 また、実施事業者の今後の事業展開から

の税収見込みについてもお聞かせ願いた

い。 

 さらに、コロナ禍において疲弊している

業界も多く、税収の確保が急務の課題と思

います。この観光施策により、税収の確保

の見通しは万全なのか、お聞かせ願いた

い。 

 以上、大きく４点について、よろしくお

願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 松浦議員

の御質問に答弁いたします。 

 初めに、新型コロナウイルス感染対策に

ついて、１点目の感染者の発生対応及び町

民への周知についての御質問であります

が、新型コロナウイルスに限らず、感染症

の対策は、北海道が感染状況の把握及び対

策と、それらに基づく情報の公表を行い、

美幌町は北海道と連携した感染症対策及び

町民への啓発の実施を行い、道と市町村が

役割を分担しながら必要な対策を講じるこ

とと法律により定められております。 

 このことから、御質問の発生原因や状

況、情報の公表については、北海道が責任

を持って住民の皆様に行っております。そ

の上で、町民の皆様へお知らせすべき感染

対策や心構え等について、報道、ホームペ

ージ、広報等において広くお知らせをして

おりますので、御理解をお願いします。 

 ２点目の感染予防対策の早期実施につい

てでありますが、一昨年に新型コロナウイ

ルス感染症が蔓延して以降、国の新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

等を活用して、感染拡大防止と地域経済、

住民生活の支援、ウィズコロナ・アフター

コロナ時代における社会経済活動の再開に

向け、積極的に取り組んできたところであ

り、社会経済活動への影響を調査、把握の

上、効果的な対策を講じるため、関係者と

協議を重ねるとともに、適宜、議会に相談

し、御承認をいただきながら取り組んでき

ております。 

 今後も、感染の防止と、町内の経済、町

民の生活を守るため、必要な対策を実施す

べきときには財政調整基金を投入するな

ど、機動的に対処してまいりますので、御

理解のほどをよろしくお願いいたします。 

 ３点目の新型コロナウイルス対策感染予

防事業支援金の社会福祉事業者への適用に

ついてですが、本支援金の対象者は、美幌

町内に独立した事業所、また、店舗を有す

る中小企業基本法に定める中小企業者であ

ることを要件としております。 

 中小企業者に当たらない社会福祉法人に

おいては、社会福祉事業者を対象とした国

の直接的な補助制度による支払いを受ける

ことが可能なことから、こちらの制度を御

活用いただくことで整理しております。 

 引き続き、国の動向を注視し、社会福祉

事業者に対して、速やかに情報提供をする

とともに、積極的な助言に努め、福祉事業

者の雇用確保を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 また、福祉事業者の運営状況の把握に努

め、支援が必要な事業者に対する制度につ

いて検討してまいりたいと考えております

ので、御理解をお願いいたします。 

 次に、コロナフレイルの確認と対策につ

いて、１点目の外出自粛、待機している町

民の日常生活についての御質問でございま

すが、新型コロナウイルス感染症による外

出自粛により、高齢者は感染への危険性に

加えて、家に閉じ籠もることによる健康へ

の影響が懸念されております。中でも、動

かないこと（生活不活発）でフレイル（虚

弱）が進み、さらに外出自粛による歩行機

会が失われることにより、筋肉の量や質の

低下を招くことが心配されており、日頃か

ら、フレイルにならない、フレイルを加速

させないための取組が重要であると考えて

おります。 

 介護予防の観点からもフレイル対策は重
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要と認識しており、地域包括支援センター

の職員による高齢者相談・訪問支援業務を

はじめ、民生委員による高齢者宅への訪

問、保健師による健康相談などを通じ、生

活支援サービスや運動支援、栄養指導など

のフレイル予防対策を講じておりますが、

町民の方々が高齢者の方々へ声かけをする

など、コミュニケーションを図ることも重

要と考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 ２点目のコロナ終息後のニューノーマル

への栄養、運動、社会参加についての御質

問ですが、新型コロナウイルス感染症によ

り、人との接触機会を減らすことやソーシ

ャルディスタンスを保つことなど、生活様

式の大きな変容が求められています。 

 御質問のコロナ終息後の新しい日常に対

応するための施策や対策を講じることは重

要と考えますが、第６波のピークアウト後

も新規感染者の高止まりが続いていること

や別の変異株による第７波の到来も予想さ

れるため、まずは新型コロナウイルスの終

息に向けた対策等をしっかり講じてまいり

ますので、御理解をお願いいたします。 

 次に、住みやすく人が集まる基盤をつく

るまちづくり政策の立地適正化計画の策定

について、１点目の令和２年９月議会にお

いて、私の一般質問にて、立地適正化計画

を策定する考えはありませんとの答弁から

の変更理由についてですが、計画の必要性

は認識しておりましたが、具体的な区域設

定や施設の誘導、補助制度の活用など、慎

重に進める必要があり、その当時として

は、計画策定のメリットが薄いと判断して

いたものであります。 

 しかし、市街地の活気や賑わいを取り戻

すには、まち並みや市街地の施設配置の再

評価を行い、今後予定される公共施設の配

置、賑わいを取り戻すための核となる施設

の検討、地域公共交通研究の充実などの対

策が必要であり、立地適正化計画を策定

し、国の財政支援を受けて進めていきたい

と考えております。あわせて、都市計画マ

スタープランの見直しを行っていきたいと

考えておりますので、御理解をお願いいた

します。 

 ２点目の脱炭素先行地域への応募につい

てですが、国は、２０５０年カーボンニュ

ートラル目標達成のため、地域脱炭素を進

めるべく、少なくとも１００か所の脱炭素

先行地域を本年度から募集し、環境省を中

心に、国も積極的に支援しながら、地域特

性に応じた先行的な取組実施の道筋をつ

け、住民の暮らしの質の向上を実現しなが

ら、脱炭素への方向性を示すこととしてい

ます。 

 選定要件としましては、２０３０年度ま

でにＣＯ２排出ゼロを実現すること、地域特

性に応じた温暖化対策の取組であることと

されており、環境省が設置する脱炭素先行

地域評価委員会による評価の上、先行地域

が決定されます。 

 本町においては、びほろ企業の森林づく

り事業や役場新庁舎のＺＥＢ認証取得など

の先進的な取組を行い、町政執行方針で述

べさせていただいたとおり、ゼロカーボン

シティの実現に向けて努力していく考えで

あります。 

 脱炭素先行地域への応募ですが、現在、

脱炭素の取組状況の整理や町全体で取り組

める再生エネルギーの可能性を探っている

ことから応募できる状況ではありません

が、一定の整理ができた時点で判断をした

いと考えております。 

 今後も、脱炭素を含めた地球環境に配慮

した取組や持続可能なまちづくりを積極的

に進めていきたいと考えております。 

 次に、４点目の令和４年度予算案の税収

見込み（費用対効果）についてであります

が、令和４年度の観光関連における予算に

つきましては、国等の補助金やふるさと納

税を最大限活用しながら、美幌地区三町広

域観光協議会が実施主体である屈斜路外輪

山トレイルルートの開発や２市３町で構成
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するサイクルアドベンチャーオホーツク推

進協議会と連携を図るサイクルツーリズム

の推進など、体験・滞留型観光への予算を

重点的に計上したところであります。 

 費用対効果及び税収見込みにつきまして

は、具体的な統計資料がないことからお答

えすることはできませんが、体験・滞留型

観光やイベントを通じて、観光客や町民の

方々に美幌町を満喫していただくととも

に、本町の魅力発信と認知拡大による効果

も重要な要素であり、費用対効果等で推し

はかれないと考えております。 

 今後も、観光関連団体と連携し、美幌町

に来られるお客様の満足度を高められるよ

うな観光行政を進めてまいりたいと考えて

おりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

 以上、答弁させていただきました。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） それでは、再質

問に入ります。 

 まず、大きく一つ目のところです。 

 １番目、感染対策の町民への周知という

ことで、感染された方々の健康について心

配される町民もたくさんいます。感染され

た方はどんな状態なのか、どこで治療して

いるのか、自宅なのか病院なのか、この町

がどんな状態になっているのか、町民の知

る権利もあります。 

 現況報告は北海道だからとの回答であり

ますが、美幌町民はしっかりと国民の義務

を果たしています。憲法１３条、生命・自

由・幸福追求権、憲法２５条、生存権につ

いては、国、自治体のしかるべき範疇とな

り、美幌町は、国の政策より税金が投入さ

れ、コロナ対策を講じている。よって、コ

ロナ感染の場合についても、町民への注

意、啓発をしっかり行うことも町長の役目

ではないでしょうか。 

 今の情報開示で安心して暮らすことがで

きていると町長は本当に思っていますか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、一つの事例で

憲法を例示してお話ししていただきまし

た。 

 それぞれの個々の生命と健康という意味

では憲法にという話なのですけれども、今

回、コロナ感染の公表等については、法律

の中でそれぞれの役割を決めていた中で、

私どもが勝手にこういう状況ですというこ

とをお知らせすることは私はできないと思

っています。 

 その根底は何かといいますと、やはり、

保障されるということと、実際にそれぞれ

持っている個人情報を開示するということ

はちょっと意味が違うと考えてもらわない

と、それが保障されるからその人のプライ

バシーの部分も全部公表されていいという

ことではないと私は思っております。 

 ですから、町民の方が今の公表の仕方で

よしとしているとは思っておりませんけれ

ども、私どもも、皆さんには公表できない

部分はありますが、行政体としてそれぞれ

の立場で仕入れる情報の中で、何が町民の

方々に対応するのか、特に感染対策も含め

てどうするかということについては、これ

をこういうふうにやっているというのは、

個々のプライバシーの状況があるので、言

うことはちょっと難しいですけれども、そ

ういう対応はしっかりやらせていただいて

いるということだけはお伝えしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 美幌町には、コ

ロナの予算、要するに支援予算は相当なお

金が来ていて、僕は産業界にどんどんお金

を出すべきと提案しましたけれども、現

在、多くの町民個人のところにマスクを配

っているわけではないし、消毒液を配って

いるわけではないです。事業先には配って

いますが、多くの町民にうつっているとい
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うことは、多くの町民への対策が抜けてい

るのかなと思います。ですから、しっかり

町民に、外出をもうちょっとこらえてく

れ、乗り物に乗るときはこうしてくれ、多

くの人が集まるときはこうしてくれ、実は

こういうときに発生している、こういう雰

囲気で発生している、発生したときには、

これだけひどい重症化になっている、なっ

ていないとか、なった場合は美幌町がしっ

かりカバーできますよということについ

て、もう少ししっかり発表できることがあ

るのかなと思います。その前にやるべき

は、これだけ出ていますよ、皆さんこれだ

け出たので、もうちょっと気をつけてく

れ、人数と状況と、それは個人のプライバ

シーではないと思います。それは、発表で

きる範疇だと思いますので、最後に町長、

どうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 発表するタイミン

グは道から伝えられます。原則論の話をさ

せていただければ、今日、男性は何歳１

名、女性は何歳１名という公表しか私ども

にはされておりません。ですから、美幌町

の中で、情報として、感染された方が町の

ほうに、例えばお子さんがいらっしゃった

ら、濃厚接触と言われたのですけれども、

そういう情報をしっかり教育委員会とか保

育所等に連絡いただいたことを前提とし

て、本当にそういう調整をしながら、他に

うつらないような対策をやっているのが現

状であります。 

 今のように、日常的に基本的なことをし

っかりやってくださいというだけではまだ

まだ足りないということであれば、基本的

なことをもうちょっと詳しくお話しするよ

うな努力はしていきたいと思っておりま

す。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） やらないといけ

ないことだとか、やれないことはあります

よ。ただ、ここ１か月間、七十何人、四十

何人、五十何人、三十何人と、美幌町でこ

れだけ対策をやっていても出てしまってい

るのです。ということは、何かが足りない

のです。何かが足りないということで町民

はみんな不安がっています。だから、何か

情報があれば、また違うのかなと思いま

す。ですから、今回のコロナも、今後いろ

いろなことが出てきますけれども、なって

いますよ、なっていますよではなくて、何

かを注意しなければいけない、注意したけ

れども、さらに出たとしたら、やはりこれ

も注意しなければいけないという次の対策

が遅れることにより、本当に重症化になっ

たり、いろいろなことになる人を一人でも

助けたいと私は思いますので、ぜひ、今

後、そういうところについて、町長も町民

にいろんな意味でもっとしっかり説明して

ほしいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 この件については終わります。 

 次に、三つ目の町内業者に対するコロナ

対策感染予防事業支援金の社会福祉事業者

への適用についてであります。 

 ここは、全ての事業者に公平に対策支援

金が当たるべきと考えています。事業登録

している、雇用が発生している事業者は、

この間まで、全て町の公平な支援がされる

ものと考えていました。社会福祉関連事業

者は、広義の中小企業にはならない、だか

ら違うということで、生産活動での中小企

業とはならないという意見もあるのです。

ところが、雇用の発生している事業者とし

ては、中小企業としての認識になっていま

す。要するに、事業者ですからね。 

 ですから、僕は、事業者イコール中小企

業でなくても、事業者として全ての事業先

が同じくコロナの感染対策予防資金が出る

ものだと思っていたのですけれども、残念

ながら、この回答には中小企業、中小企業

という形で入ってきています。私は、質問

では中小企業という言葉を使っていないで
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す。事業先に対するということを書いたの

です。ですから、雇用が発生している事業

先は統一してコロナ対策の資金の該当にな

らないのかという質問です。町長、どうで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 松浦議員が事業者

という言い方をされましたけれども、私ど

もは、今回、中小企業法に基づくという限

定した範囲の中で、あえて上乗せして支援

をさせていただくという手法であると理解

いただければと思っております。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今回の回答の後

段に、事業者の運営状況の把握に努め、支

援が必要な事業者に対する制度について検

討してまいりたいとありますが、検討して

ほしいなと思います。 

 実は、１月に、社会福祉団体から、売上

げが減ると大変なので、頑張ってやってい

ます、町の支援に向けて事業を安定してい

ますと。ただし、コロナ対策の経費が莫大

にかかっているのです。要するに、出てい

くお金が多いのです。 

 今、町長が言った中小企業は、国の支援

金事業、道の支援金、町の支援金、町のコ

ロナ支援金と複数出ているのです。福祉団

体は、国からの助成は運営助成であって、

コロナ対策資金ではないです。前回出てい

るのはほんの少しです。該当になっていな

いところもあるのです。ところが、美幌町

の事業者資金には該当にならないのです。 

 ですから、私は、美幌町の事業先として

資金対策ができないのかということで福祉

部に要望したのです。その結果、該当にな

らないという回答がなされました。それ

は、中小企業なのかどうか、そんなのは僕

が言うことではないです。 

 ただ、業者として、同じく美幌町にい

て、働く人もいて、経費がかかっている

と。中小企業のカウントなどはいいです、

国、道から補助金が来ていてもいいです、

だから、何でこの数社だけが該当にならな

いのか。 

 町長、ぜひもう一度検討を願えないでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 検討するしないと

いうよりも、福祉事業者として、もともと

中小企業の方々とか、福祉事業者の一つの

組織を運営する在り方をきちんと考えて、

それにおいて、今、国も含めて、町が新た

に支援をするかという判断だと思うので

す。 

 今、御質問のように、ふだん、消毒液や

マスクも国に全く支援してもらえないとい

う実態がはっきり分かる部分であれば、ど

ういう形で対応できるかという検討の余地

はあると私は思いますけれども、それも、

あくまでも他との比較の中においてどうす

るかということですから、そういうバラン

スを見て判断することであるのではないか

と思っております。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 福祉事業者に対

しての補塡は、美幌町以外にも全国の中で

数自治体は出しています。 

 ここは美幌町であり、他のまちとの比較

は私は分からないです。我が町としてどう

するかということですから、ぜひ、もう少

し現況をきちんと調査して、対応できるも

のは対応できないのかという検討に入るの

もよろしいのではないかと思いますので、

大きな１番目についてはこれで終わりま

す。 

 ２番目に入ります。コロナフレイルにつ

いてです。 

 私の質問では、まず一つ目は、今、自粛

している人、待機している人がどんな状況

なのか、どういうふうに把握しているのか

というのが一つ目の質問です。 

 どういうふうになっているのか、これに
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は現況についての回答がないです。調査し

ています。この中で、包括支援センターの

職員、民生委員による訪問ということで、

コロナの中で民生委員が住宅訪問している

のだなと、ちょっと驚いたのです。 

 その辺について、実際にどのように把握

しているのか、もう一度、回答をお願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） ただいま

の包括支援センターでの把握状況でござい

ますが、通常、包括支援センターでは、相

談内容の中で、介護保険関連とか、その他

全般の社会資源関連を通じて、声かけと

か、訪問、電話による把握をしており、令

和４年の１月末現在では７４件という形で

把握している状況にあります。よろしくお

願いします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 相談受けている

人がそれだけいるということですね。僕

は、そういうことではなくて、自宅待機し

ている人がどのような状況なのかの把握は

しているのかという質問です。ここは、今

後またやるべきかと私は思います。 

 それから、たまたまここに出てきたの

は、民生委員の方も多くの給料をもらって

いるわけではないです。要するに、ボラン

ティアの領域の人たちに、コロナの中で居

宅訪問というのはどうなのかなと、ちょっ

と気になったのです。 

 また、回答の中では、フレイルについて

はしっかりやっているということですが、

実は、フレイルも含めて、平成３０年の厚

労省のガイドラインの中に出てきているの

です。このときに厚労省から出た言葉で、

その前に学会から発表されているところま

で遡るのです。実際に美幌町に指示が出た

かどうかは分かりません。ただ、残念なが

ら、その後に出てきた美幌町の介護保険事

業計画、高齢者福祉計画にも脆弱、フレイ

ルという言葉はないのです。となると、美

幌町のこの政策にはフレイルがないので、

このフレイルをどうするか、新しい言葉で

すけれども、しっかりと仕事として明確に

入るべき時期ではないかと私は思います。 

 それで、２番目の質問がそこになりま

す。 

 要するに、新しいコロナ後の日常生活、

今、フレイルの人たちがいるのか、いない

のか。それも含めて、今回の回答では、

後々の対策が必要だということです。回答

では、第６波があり、第７波も予想される

ので、そちらに向けて頑張りたいと言って

いますけれども、このコロナフレイル、そ

して、フレイルはもう始まっているのであ

って、第７波があってもなくても対策が必

要だと思うのです。 

 ですから、現況を把握して、次の行動に

向かうということを今やっているかどうか

という質問を私はしたくて１番目に質問し

たのです。 

 今回の質問に対して返ってきた回答は、

しっかりやるという意欲は分かりますけれ

ども、どのようにしてやるのか、どうする

のかというのがちょっと抜けていると思っ

て、来た回答だけでは分からないので、再

度質問をします。 

 コロナ後、美幌町の町民にどんな暮らし

が待っているのか、家にいる人、体を壊し

た人、そして、コミュニティーが薄くなっ

た人が、コロナが終わったときに美幌町と

してその方々に何ができるのですか。町

長、お願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） コロナ禍におい

て、実態の調査をしないのかという以前の

問題として、皆さんも、私も含めて、いろ

いろな制約を受けているのです。ストレス

がたまったりしています。ですから、あな

たはどういう状況ですかではなくて、客観

的に見てどうしていくかということを考え

ていけばいいのではないかと思っているの
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です。 

 この頃話題になっているのは、ポストコ

ロナ時代のフレイルということで、それを

発言している人は注目されていますけれど

も、そんなのは、おっしゃったように、今

始まったのではなくて、たまたま何年か前

から言われている言葉で、虚弱の方々に対

してどうするかということを、行政として

も、地域の人たちも声をかけ合ってやって

いると思っているのです。 

 ですから、フレイルをどうこうというこ

とは、私はあまり感じておりません。た

だ、外に出られないような方たちとどうい

うふうに関わっていくかということは、行

政がやること、地域の中でやること、本人

も含めて、努力をしていただける人は努力

をしていただかなければいけないのかなと

思います。 

 そういう発言をする方については、フレ

イルにならない、フレイルを加速しない三

つのポイントとか、書いてあります。栄養

とか、運動とか、やはり一番大事なのは人

との触れ合いです。誰かに声をかけてもら

うとか、それが大事ですという話になれ

ば、今、自治会が一つの中では、フレイル

運動を新年度にやろうとしているというこ

とにおいては、コロナもあるかもしれない

けれども、地域の中でみんながきちんと助

け合うという仕組みづくりをしようという

ことであると思うので、そういうことに対

してしっかり応援していきたいと思ってお

ります。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 町長のおっしゃ

ったこと、みんながしっかり頑張って、し

っかりコミュニケーションを取ろうという

のは私は当然だと思います。 

 ただ、最近、フレイルという言葉がどん

どん出てきているので、なかなかなじみが

ないのです。その後にあるのは介護認定で

はないですか。今、美幌町では介護の方が

どんどん増えています。この間、昨日も言

っていたではないですか。介護施設のヘル

パーが足りていないので、ベッド数が余っ

ていることになっているだとかね。という

ことは、これ以上介護の人が増えたとき

に、受皿が大変なのです。 

 ですから、そうならないためにも、コロ

ナ後の対策に向けてどうですかと。私がこ

の質問の中に書いたのは、健康増進であれ

ば、せっかくスポーツセンター、サニーセ

ンターだとか、しっかりあるところにどん

どん行ってもらう。何か誘客できないの

か、要するに、行って、体力増進のために

できないのか、そうなれば、春から多目的

バスも買うのだし、いろいろな乗り物が入

ってくるのであれば流用できないのかとい

う検討に入ることも可能ではないのか。 

 あとは、今、地元の人たちが一生懸命や

っているこども食堂も、月に何回かやって

いて、特に高齢者の方も来ています。そう

いうところを使って栄養の指導をしたり、

食事の提供をしてコミュニケーションを取

れると、使えるものを使うという言い方は

悪いのですけれども、協力してもらう先を

どんどん広めて、今からその対策をやるの

も美幌町の仕事ではないかと思うのですけ
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れども、町長、どうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今おっしゃったと

おりだと思っております。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） ぜひ、町長、コ

ロナ後、みんながよかったねという町をつ

くってほしくて質問していますので、よろ

しくお願いします。 

 それでは、大きい三つ目に入ります。 

 住みやすく人が集まる基盤をつくるまち

づくりの政策の立地適正化計画の作成につ

いての一つ目、私の質問に対する答えから

変わったと。正直、この立地計画の転換

は、本当に快なりの一言で済みます。つい

にやってくれたなと。 

 約１年半前に、僕は、まちづくりの関係

で、再度、町長選挙が終わった後、町議会

議員に戻ることにしました。 

 昨日も中心市街地活性化計画の話があり

ましたけれども、もう既に平成２６年に計

画が終了して、終わった後にまちづくりの

賑わいの駅構想も止まったと。その後にど

うするかということで出てきたのが立地計

画ではないですか。 

 私は、商業の人たちと話して、立地計画

を美幌町でやるのであれば、いろいろな建

物に対する話、町の中を直す話も、立地計

画をやるのであれば、町のほうがしっかり

やる計画が見えないとやりにくいねという

ことで質問したら、やらないと。コンパク

トシティの補助金だって、立地計画も１年

後に出ると。これも考えて動いたのですけ

れども、結局、１年半、何もできなかっ

た。その間に、町長のところにも、借上げ

公営住宅の申請とか、道の駅がどうだと

か、案が行っていると思うのです。 

 私は、施策というのは、なかなか機敏に

動くのは厳しいかもしれないけれども、行

政以外にも民間にもしっかり物事を考えて

動きたいという人たちがいるのです。 

 ですから、今回、立地計画をすることに

なった大きな理由は何でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回の質問の中で

いきますと、言うならば、今までやらない

ものをやるというふうに方針を変えたとい

うことでいけば、その分で捉えれば、本当

にそういうふうに見られるかもしれません

けれども、現在のところ、当時のやり取り

を私も全部読ませてもらって、自分がどう

だったかというのは、自分のノートを見た

ときには、現在のところ、この計画を策定

することはないとは言いました。 

 その中で言っていたのは、今後、これは

松浦議員から商業ゾーンの見直しをどう考

えるかということを考えると、商業地域の

方向性を出していくのは難しいよという話

はしています。 

 ですから、昨日の戸澤議員のお話にもあ

ったのですけれども、計画をつくれば、そ

れでバラ色で、何でも補助がもらえるとい

うことではないということです。もらえる

かもしれないですけれども、町の負担もあ

るわけです。それを、本当にお金を出して

まで、そこまで腹をくくってやるかという

ことをそろそろ真剣に考えなければいけな

いのではないかという思いと、ある一方で

は、補助をもらえるのだったら、その計画

をつくれるのであればということもありま

す。 

 その辺の選択のままでいったときに、私

は、今後、公共施設等を町の中につくる場

合には、そういう補助制度はないのかとい

うことはずっと考えていましたし、それは

松浦議員も同じようなことを私にずっと伝

えていた中において、今回、施設をつくる

ということでもらえるのであれば、自前で

つくるのならいいですけれども、どこかに

委託して、町の職員なり地域の人なりが関

わってつくらないということが私はずっと

不満であったのです。 

 ですから、その辺をしっかりやらなけれ
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ば駄目だし、最終的につくったら、これと

これだけは絶対にやろうねということを、

できた段階でみんなで確認しなければいけ

ないと思っています。 

 いずれにしても、はっきり言えば、補助

制度をもらえるのであれば、その制度を使

いたいというのは私の始めからの本音であ

りますので、今回、いろいろ批判されたと

しても、この計画を早期につくりたいとい

う思いであります。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 町長がおっしゃ

ったように、コンサルに任せるというの

は、僕もいかがなものかなと思います。 

 私も、中心市街地活性化計画の後、まち

づくりのことでコンサルと協議して、でき

た素案そのものが今の富良野のマルシェに

原図を全部持っていかれましたよ、コンサ

ルに。ショックでした。本当はあれをまち

なかにつくる予定で、配置図面も全部同じ

です。結果的には持っていかれてしまった

のです。 

 ですから、新たなコンサルでやろうとい

うことでもがいているうちに、店舗も減っ

てどうしようか、人が集まるにはどうしよ

うか、その話をするのに美幌町は一体何を

するのかということを聞こうと思って前回

質問したのです。 

 今回は、この計画はやるべきで、少しで

もいいまちができればいいのかなと。防災

も交通も全部入っていますから。そのとき

に、ぜひ、これは短期間でやるのではなく

て、しっかり担当者を置いて広義の会議を

開くとか、方向性についてしっかり煮詰め

て検証すると。１年なのか、２年なのかと

いうよりは、何年越しでいくのかという部

分をしっかりやるべきかなと思います。 

 町長は、適正化計画をどのぐらいで固め

ようと思っているのか、お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 私の任期はあと１

年しかありませんので、やはり、その１年

の中で方向性をしっかりつくり上げるため

のフレーム等を含めて、それはやりたいと

思っています。ということと、次に何か施

設をつくる場合は、この計画がなければ申

請ができていないと考えたときに、担当と

か、そこに関わるコンサルは、そんな短期

にという話は言ってこないのです。ただ、

それは少しでも努力をして縮めてやるよう

な考えを持つべきだと私は思っておりま

す。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今の町長の説明

を聞いて、すごくほっとしました。 

 実は、この立地計画の最新バージョンを

ひもといたのです。そうしたら、次の脱炭

素のほうに入りますけれども、脱炭素のま

ちづくりが環境省で、国土交通省は、同じ

く脱炭素の取組があるのです。この中に入

ってくるのが環境省の脱炭素計画なので

す。 

 この中には、まちづくり、要するに、国

土交通省の前から出ているコンパクトなま

ちづくり、コンパクトシティ・プラス・ネ

ットワークの次に、新たな居心地がよくな

るまちづくり、ウォーカブル、歩いていき

ましょう、これは都会型ですけれども、ど

んどん出てきて、この中に出てきている脱

炭素の計画がそのまま環境省に移って、環

境省が脱炭素計画を上げたということで、

国交省と同じなのです。ということは、立

地計画も入ってしまっているのです。です

から、立地計画をやるのであれば、脱炭素

も行くべきかなということで、実は質問を

していました、二つ目です。 

 脱炭素計画については、回答にもいろい

ろなことが書いていますけれども、美幌町

のＺＥＢの関係は、脱炭素には入らないで

す。もう終わっていますからね。脱炭素は

新たな取組ということになりますので、ひ

もとくと、民間事業をやる分についても補
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助金が対応になるのです。ということは、

回答の中に、ちょっと聞こうと思ったこと

がありまして、町全体で取り組める再生エ

ネルギーの可能性を探っているというフレ

ーズが出てきまして、町全体で取り組める

再生を探っているというのは、民間団体も

入っているのか、行政だけなのか、お伺い

します。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先ほどの立地計画

については、町としては計画が出来上がる

期間としては２年でやろうという話です。

私が先ほど言ったのは、私の任期はあと１

年なので、一つの考え方として、こういう

形にしたいというフレームをまとめたいと

いう意味であったと御理解いただきたいと

思います。 

 そして、今回は、当然、民間が入ってお

ります。私は、今回、カーボンシティをや

るということを町政執行方針で述べさせて

いただきました。ですから、このことを環

境省に確認したら、そのことで美幌町はカ

ーボンシティの宣言をしたと認めるよとい

う話をしていただいたので、今、その申請

をしようと思うのです。その中において

は、従来の行政機関だけがつくっている計

画と町民の皆さんを巻き込んだ全体的な計

画をつくらなければいけないのです。です

から、今後を考える場合については、行政

だけではなくて、皆さんがという意味で、

ゼロカーボン、カーボンマイナスという考

え方を含めて、しっかり整理していかなけ

ればいけないかなと思っております。民間

も当然入っての話です。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 国からいろいろ

な政策がどんどん出てきて、コロナの中で

なかなか進めないのが分かっていて出てく

るのもいかがなものかと思うのですけれど

も、今の立地計画も、脱炭素計画も、結構

重なっているのです。ですから、どちらか

をやるのではなくて、どちらもできるのだ

ったらどちらもやろうと。 

 もし２年間でやるのであれば、前回の住

マスと都市マスのときに、平成１１年、１

２年、１３年、担当者が何人も替わりまし

たけれども、しっかりと担当者がいたので

す。今回は、これだけの大きな政策で、建

設部も含め、いろいろな部局を含むのであ

れば、しっかりと担当を定めるべきだと思

うのです。あとは、権限と、可能な限りの

行動に対する距離、そういうことがきちん

とできるかどうか。やるべきだと思います

けれども、人事も含めて、どうでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） どういう形でやる

かについては、日にちはもうあまりないの

ですけれども、人事も含めていろいろ考え

ているところです。 

 その中で、脱炭素に町がどう取り組んで

いくかについては、全庁的にやらなければ

難しいかなという認識を私は持っていま

す。 

 例えば、カーボンシティという形に、そ

の言葉を使って宣言をしたとして、宣言を

した中においてやるのであれば、今までや

っている行政の中における計画だけではな

く、区域施策編ということでやってきてい

るのですが、事務事業編というのなら、町

民を含めて美幌町がとなりますし、先ほど

言っていたようなコンパクト・プラス・ネ

ットワークというのも、本当に国交省のも

のをそのまま持っていったものです。 

 ただ、それもきちんと見ますと、言葉で

はそう言っているのですけれども、そのこ

とをよく考えた場合に、美幌においてその

ことをどう置き換えるかと考えれば、公共

交通のネットワークをどうつくっていくか

ということだと私は思っているのです。そ

の中のメリットとして、当然、当時の国交

省から出した中では、低炭素型の都市構造

の実現、その中では、エネルギーの効率的
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利用とか、ＣＯ２の排出量の削減とか、それ

はネットワークをもう少しコンパクトにし

てという話なので、それは議員がおっしゃ

るように、今は環境省が主導権を持ってや

っていますので、その中でやれる施策をし

っかりとやっていくことが重要だと思って

おります。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 国が進めるカー

ボン対策、二酸化炭素対策は、世界基準で

行きますと、それを急ぎますと言われて

も、我が町、民間企業には、それだけ勉強

も資金も手法もない、でも、やらないとい

けないということであれば、官民できちん

とした対策会議なり、今後の夢、目標、ど

うやってやるかというところですね。やる

ためには、今回、立地適正化計画と同時に

脱炭素計画も併用でしっかりとやってもら

いたいと考えています。 

 今、町長の答弁で、しっかりやってもら

えるなと思って、ほっとしていますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 最後のところです。 

 簡単に言いますと、さっきのカーボンの

関係も実はちょっと気になったことがあり

まして、今回の予算の中で、観光事業の新

規の中にサイクル事業も入っていましたけ

れども、それを運ぶ車を買うだとかという

話があったのですが、低炭素の自転車でや

りましょうと言って、運ぶのにガソリン車

で運びましょう、ちょっと無理があるな

と、これはちょっと考え方がきつかったと

思っています。 

 何を言いたいかというと、僕は、町議会

議員になる前から、美幌町のイベント関係

もほとんど担当してきましたけれども、や

ってみて分かったのは、観光事業者として

残っている会社が一つもないのです。 

 町長も前にちらっと言っていましたけれ

ども、国交省のシーニックバイウェイは、

道路を直すのであれば、道、町、国も含め

て道路をきちんと整備しようという、費用

対効果を求められて動いています。 

 僕は、今回、観光事業についても、普通

の社会資本整備、道路を直す、水道を直

す、あとは、福祉、医療、教育、介護、こ

れも住民サービスで町民税からお金が出て

いるのです。税のサービスということでで

す。 

 でも、たまたま美幌町の予算の中で違う

のは観光投資です。これは投資ですから、

住民サービスより、他から来る人のサービ

スになれば、町民税を使っていない人のサ

ービス、これは投資ですから。そうなる

と、いかに今回の観光投資が後に続けるこ

とができるのか、つながるまちづくりと、

今回、町長の町政報告にありますけれど

も、企業もつながり、人もつながると、税

収は返ってくる。投資しても、税収がしっ

かり返ってこなければ意味がないです。こ

れだけ投資して企業ができないということ

は、投資のやり方が違うのかなと思いま

す。私は、投資イコール企業の創出、雇用

の拡大、これがあって観光業だと思うので

すけれども、町長、その辺はどうでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 観光自体の概念と

いうか、その流れが変わってきていること

も事実なのです。美幌は、当時、観光に関

わる事業者がたくさんいました。今はなか

なかそうではなくなったときに、お店をや

っているとか、民芸品をそこに出すとか、

そういう形でしかなくなってきた中におい

て、新たな事業者を考えていかなければい

けません。そう考えていけば、例えば、町

として皆さんが必要だったら、ここで体験

をやるのであれば、ガイドの方々を育成し

てほしいということであるので、そういう

方を育成して、その方が商いとして食べて

いくための一つの形づくりをしなければい

けない。そういうような形ではしっかりや

らなければいけないかなと思っておりま
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す。 

 ですから、やはり今までのやり方ではも

う駄目だということをみんなでしっかり考

えていきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 私もいろいろな

事業をやってきました。いろいろなことを

やったのですけれども、結局、何ができな

かったかといったら、収益を稼げなかった

のです。川下りもやりました、あれもやり

ました、これもやりました、でも、収益に

ならないのです。補助金があるだけでやっ

てきてしまって、補助金を使ってしまっ

た。事業者が一つもできなかったのです。 

 ですから、今回、しっかり美幌町の税金

を使うよう、企業の創出、雇用の拡大、し

っかり目をつけてほしいと思いますので、

町長、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） しっかりと進めて

いきたいと思います。ありがとうございま

す。 

○議長（大原 昇君） これで、１２番松

浦和浩さんの一般質問を終わります。 

 以上で、本日の一般質問を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君）お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会いたしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日はこれで延会すること

に決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

 お疲れさまでした。 

       午後 ４時１６分 延会   
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